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0 は じ め に

古くから文物や人々の交流の舞台となってきた「歴史の道」は、周辺の文

化遺産を含め本県の歴史を理解する上で極めて大切な意味をもつものであり

ます。このことから、本県では、全国に先立ち昭和 52年～ 54年に歴史の

道の基礎調査を実施し、街道と街道沿いの交通遺跡の残存状況の実態を明ら

かにしてきました。

これらの歴史の道は、一部の市町村で歩こう会・史跡巡りなどを通じて保

存活動が実施されてきたものの、近年の社会変化と地域開発により急激にそ

の姿を変えようとしており、周辺の文化遺産も失われつつあります。

そこで、近世の道の整備活用を中心に、交通遺跡や周辺文化財の保存活用

を図るために、先の基礎調査をもとに県内の歴史の道の再評価を行うととも

に、平成 14・ 15年度の2カ年にわたり鋲肥から佐土原までの歴史の道に

ついて、歴史の道整備活用計画策定事業を実施しました。

本報告書が、県内の歴史の道整備活用事業の参考として、また広く活用さ

れ、歴史の道及び周辺文化財の総合的な整備活用が推進され、文化財の保存

活用と地域の活性化の一助になれば幸いです。

この報告書を作成するにあたり、御指導・御助言をいただきました検討委

員及び各市町村教育委員会ほか、地元の方々に対しまして深く感謝申し上げ

ます。

平成 16年 3月

宮崎県教育委員会教育長

岩 切 正 憲



例   言

1.県教育委員会が、平成 14年度から15年度にかけて、文化庁の国庫補助を受けて

実施した歴史の道整備活用推進事業の一環として策定した、県内の「鋲肥
。佐土原

歴史の道」の基本計画に関する報告書である。

2.この計画策定を進めるにあたっては、「歴史の道整備活用計画検討委員会」を設置し、

とりまとめを行った。また、関係市町の教育委員会文化財担当者による検討連絡会

議及び県関係各課の担当者による検討連絡会議を随時開催した。

《歴史の道整備活用計画検討委員会》

【歴史の道整備活用計画検討委員】

委 員 長  角  彬壽 南九州大学環境造園学部教授      (以 下 50音順)
委   員  大賀 郁夫 宮崎公立大学人文学部助教授

五条 まい 舞台芸術家
鎌田 文則 宮日文化情報センター代表取締役社長
柴田 博子 宮崎産業経営大学法学部助教授・県文化財保護審議会委員
永崎 収一 宮崎県観光協会理事
松本洋一郎 九州理工学院講師・アーキテクト3代表
米良 充典 宮崎活性化協議会理事長
山田 渉  宮崎大学教育文化学部講師

助   言  本中 員  文化庁文化財部記念物課主任調査官
伊藤 正義 文化庁文化財部記念物課調査官

【関係市町】

宮崎県事務局 岩切 正憲  教育長
(H14年度) 園田 実穂  文化課長

清水 聡  文化課文化財係長
石川 悦雄  文化課埋蔵文化財係長
伊東 嘉宏  文化課文化財係主査
池邊 綾  文化課文化財係主事

lH15年度) 岩切 正憲  教育長
福島 順二  文化課長
岩崎 郁雄  文化課文化財係長
石川 悦雄  文化課埋蔵文化財係長
伊東 嘉宏  文化課主査
佐藤 治  文化課主査



協 力 者

佐 土 原 町
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】ヒ  弗部  田丁
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教育長

社会教育課長

社会教育課長補佐

社会教育課係長

社会教育課主事
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教育長

生涯学習課長
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教育長
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山仮屋

教育長
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松田 惟怒
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教育長

文化振興課長
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教育長
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社会教育課長補佐

社会教育課主事

【策定支援】 玉野総合コンサルタント株式会社

《委員会等開催記録》

開 催 日 委 員 会 審 議 概 要

平成 15年 3月 20日 歴史の道整備活用計画

給討参昌会

宮崎県全部の歴史の道現況把握

平成 15年 6月 21

24日 、7月 10日

検討委員会現地調査 現地調査

平成 15年 6月 27日 第 1回歴史の道整備活
用計画検討委員会

豊後街道の現状、飲肥街道の県民の意

識、街道に関する絵図などの資料説

明、ひむか神話街道との比較等々、歴

史の道の現状の認識、歴史部会の設置

の検討

平成 15年 8月 1日 第 1回歴史部会 街道の確定に向けた作業

(絵図面、関係文書の収集他)

平成 15年 9月 8日 第 2回歴史部会 街道の確定に向けた作業

(絵図面、関係文書の収集他)

平成 15年 10月 7日 第 2回歴史の道整備活

用計画検討委員会

策定ルートおよびその名称、区間、テ
ーマ設定に係わる問題点等の協議

平成 15年 H月 7日 第 3回歴史部会 街道の往時の姿の概観、街道の名称、

区間検討、周辺文化財の資料と問題点

平成 15年 12月 11日 第 3回歴史の道整備活

用計画検討委員会

本事業の策定に係わる街道の名称、区

間、テーマ 。理念等に関する協議

名称 :鉄肥・佐土原歴史の道

区聞 :鋲肥～佐土原

テーマ :街道が問う江戸時代

平成 16年 3月 2 日 第4回歴史の道整備活
用計画検討委員会

歴史の道の特徴ある区間と整備活用

内容



宮崎県『歴史の道」整備活用計画策定事業 (総合計画)

～鉄肥街道基本計画～ 策定フロー

1.鉄 肥 街 道 の 歴 史 と 現 況

1)嵌肥街道の歴史
鉄肥街道の歴史について歴史 。文化的並ぴに自然的な観点からその
成立と背景について詳述する。

2)鉄肥街道の現況
街道のパターン・ルー ト別による景観構造の現況把握、さらに鉄肥
街道周辺の地域の状況を通して、鉄肥街道の保存状況の整理を行う。

意見交換 1/0624/0710(於 :北郷町)現地調査
テーマl現況把握 (現地踏査(約 6時間))

03'080可 (於 :県庁)第 1回 歴史部会
テーマ:街道史料集約 (会議(約4時間))

(山仮屋・大僧都)
:03'1007(於 :県庁)第2回 歴史の道整備検討委員会
:   予― マ
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・鉄肥街道の歴史・経緯   1-1)-1
(ルート資料・史料等)

・街道の景観構造      Ⅲ2)-1
・街道保全の現況図     1-2)-2

・鉄肥街道文化財の現況   1■)-1
・飲肥街道文化財の現況   1-3)-2
(分類 :①保全良好、②遺構7り、③雰囲気良好、④特
三史実等、⑤関連施設アリ、⑥未確認、②全く不明等〕

1)文化財・学習・ レクレーションに関わる施設・資源の現況
鉄肥街道周辺の学習・レクレーションに関する整備状況・分類・特性
等について整理し、その分析を行う。

2)現況の問題点
周辺環境の保存状況や現状の鉄肥街道の活用状況、地域との関わりと
いつた観点から現状の問題点を整理・詳述する。

成果・史料

・街道周辺資源の現況図   2-1)-1

・街道の現況課題国     2-2)-1

'1023(於 :北郷)現地調査・史
料補足、北郷交通遺
跡確認、保全状況

1015(於 :南九大)フロー確認補足
(次回・終了までの確認)

3)周辺文化財及び関連整備事業の現況
鉄肥街道周辺の文化財の整備状況・分類・貴重性等について整理
し、その分析を行う。
また保全関連事業の状況を整理する。

葺r華繰嘉薄聾轟韓講鰹奮ユ華富撼象益話華
潮　的

史料1
-山仮屋)

抑鰤Ｗ鱒
テーマ : (会議(約4時間))

現 調 査2 況



03' 11 3.活 用 推 進 の 基 本 計 画

1)活用整備の基本方針
先述の内容を踏まえ、鉄肥街道のテーマ並びにコンセプトの設定を
行う。
さらに活用推進のコンセプトから、計画の課題を整理し、その対策
となり得る活用推進整備の基本指針について詳述する

・基本方針、テーマ     3-1)-1
・史料等整理        3-1)-2
史実の根拠 (交通遺跡)・ 保全状況 (お
かれている状況・ロケーション)。 将来
展望・前回委員会課題
――>コ ンセプト整理、活用場所・使い
方・組織化吟味  (提案)

・活用整備基本計画図    3-2)-1
・活用整備説明図      3翌 )-2

2)活用推進基本計画
鉄Я巴街道に接続している各路線等について、車道、歩行者専用道路

薬宅雀琴 ;Ⅳ
便性を分析し、道のネットワークシステムの整備方針の

また拠点機能の配置計画は、道のネットワーク上での拠点となる地
区またはポイントについて説明する。

107(於 :県庁)第3回 歴史部会

翻 民堡雹舞振罵錦覇〕
を歴部会9先生方

市町村への説得資料・活用方法・組織化の検討

i03'121可 (於 :県庁)第 3回 歴史の道整備検討委員会      :
:   テーマ:活用整備の方針と基本計画 (会議 (約3時間))   :
<`∴毛■!lllllイ七?ll■lR岳=… 岳岳岳岳岳∴品晶岳岳

==                     「

04' 01

04' 03

1)活用推進整備計画
関連文化財の保全に対する考え方等、また歴史の道の保全を図る
ための施策として、現道の有している機能を踏まえて、道の保全整
備の各類型での修景パターシやイメージを分析し、詳述する。
便益施設についても、鉄肥街道整備に必要な便益施設・サイン施

棄鍵夢誓1窒奄獣記暮亀胃辱蔦罐甦蕎宙得希動題葎存子事箸↑豚豊
要な情報活動計画として、情報受発信の考え方について詳述し、事
例となるモデルプランを提示する。

2)整備プログラム・手法

毯挙輩F整
備期間を踏まえ、全体整備の流れ、整備計画について詳

また、実現の手法として、活用推進のために、本計画に活用出来る
制度 `事業について詳述する。

・街道保全パターン図    4-1)-1
・街道情報活動計画     牛1)-2
・街道情報活動モデル    牛1)将

・整備プログラム      4-2)-1

・整備手法         牛2)-2

'0226(於 :日南―佐土原)現
地調査
文化庁調査官街道保全状況
確認

キ

T03Y吟
是冗どで吾翌 μ

歴史の道整備検討委員会   :
うと整備計画。今後の課題     :

:      (会 議 (約 3時間))              :
<・・・:::::::::::::::::::::::1::::::::::::::::E::::::::::::::::::::::::::::口・

活 整 備4 用 計 画

報 告 書 と り ま と め

今後、基本設計ヘ



1 計画の目的

いにしえから人と情報の交流ステージとなってきた「歴史の道」は、国や郷上の歴史 l

文化を理解する上で極めて重要な役割をもつものである。

しかし、近年のライフスタイルの多様化や利便性追求等によって改変され、次第に忘

れ去られ、その結果その価値まで失われようとしている。

全国的なこの傾向は、「歴史の道百選」�に選ばれた鋲肥街道「鉄肥・佐土原歴史の

道」においても例外ではない。一方で、高度成長期・バブル崩壊を経て、物的 。量的充

足の時代から、物の豊かさ。自然や歴史とのふれあいなど、心の豊かさを求める方向に

変わってきている。

特に余暇活動の需要の中で、文化遺産等に対する人々の関心の高まりは、近年著しい

ものがあり、地域づくりにおいても、それぞれの地域の個性ある歴史・文化を活かした

展開がNPO等 をはじめとして各所で進められている。
「鉄肥 。佐土原歴史の道」は、江戸時代に江戸とを結んだ道であり、歴史の道をステ

ージとして、物・情報が行き交い、特に起終点部等の他街道との活発な交流が行われる

など、他所にみられない特色を持っていた。

このような状況の中で、宮崎県教育委員会では、全県的に歴史の道について、その調

査する必要があるとして、昭和 53年度に古道や一里塚等の交通関係遺跡と交通路周辺

地域に残る文化財を、総合的かつ体系的に把握する「歴史の道調査事業」�を実施し、

その結果を記録して、調査報告書を刊行した。

本計画は、この調査事業の成果をもとに、「鉄肥・佐土原歴史の道」を地域の文化財

と現代を比較し問いかける場として、交通関連遺跡等と一体的に整備・活用し、周辺に

分布する文化財等を含めて、総合的に機能させるため、総合計画を策定することを目的

としている。そしてさらには、今後の歴史的。文化的遺産をいかした地域づくりの一助

にしようとするものである。

※)関連する事業は次項に示す



宮崎県歴史の道整備活用計画に関わる事業

1、 歴史の道整備活用推進事業 (文化庁)
① 補助総合計画事業は都道府県・整備事業は市町村

古道・運河などとそれに伴う地域に残されている歴史的遺産を周囲の環境も含め 総合・

的かつ体系的に調査すると共に、それらを活用し、機能させるための計画を策定し保存整

備を図る。

② 総合計画事業

・江戸時代以前の道、関連遺跡調査

・周辺文化財を取り込んだ整備、活用計画・指導員養成、ガイドブック作成

・調査経費、計画策定経費、普及事業経費、報告書作成経費

③ 整備事業

・道の構造復元整備、並木復元、道自体の整備

・情報発信施設などの建設整備、説明板、休憩施設などの活用管理施設の整備

・建設整備工事経費、設備整備工事経費Ⅲ防災施設工事経費、附帯工事経費、設計監理料

④ その他

・遺構調査経費、事務経費

(補助率 :1/2)但し、財政力指数が 1を越える地方公共団体は指数に応じて減額
○宮崎県歴史の道整備活用計画策定事業は、歴史の道整備活用推進事業国庫補助要項 (文化

庁)により実施するもので、その事業内容は上記の②となる。

2、「歴史の道百選」 (文化庁選定 )

① 事業の概要
文化庁では、「歴史の道百選」として、選定委員会の検討を踏まえ 78か所の街道等を選

定した。これは、これまでの「歴史の道」の調査・整備・活用事業の実績と蓄積を踏まえ

て、よリー層、「歴史の道」及び地域の文化財への国民の関心と理解を深めることを目的

に、都道府県教育委員会の協力により、全国各地の最もすぐれた「歴史の道」を選定委員

会で厳選したものである。

今回の第一次選定では、主に明治時代まで活用された 88か所の街道・運河を選定した。

今後さらに良好な「歴史の道」を選定していく予定である。

② 選定の基準
(1'原則として土道・石畳道・道形等が一定区間良好な状態で残っているものを選定する。

確)他の地域との連続性を持っているものを選定する

偲)単体又は単独の交通遺跡は、選定の対象外とする。

“

)参詣道年信仰関係の道は、広域信仰圏 (数か国規模)を有するもののみを選定する。

(5)原則として、現用の舗装道路は選定の対象外とするが、街道としての連続性を考慮す

る場合に限り含める。

③ 今後の整備について
今後は、文化庁で行っている「歴史の道整備活用推進事業」の他、国土交通省等の関係

機関と調整、協力して推進していく予定である。



2整 備活用基本方針

2.1テーマ

本策定における、整備のためのテーマを以下のとおり設定する。

テーマ「鉄肥・佐土原歴史の道」
～街道が問う江戸時代～

鉄肥城址と佐上原城址を起終ン煮とする歴史の道は、天正・慶長年間には
戦略道路として、また近世では参勃交代の道として、様々な「出会い 。別
れ」など行き交う文化を育んできた。

私たちが歴史の道に立ったとき、これらの文化遺産に向き合い、史実・

周辺環境 。自らの行動などと比較し、未来や子孫に向けたあるべき姿に想
いを馳せ、問いかけることが大きな意味を持つ。

本テーマの意図は、歴史の道を『関わる人たちと共に育む「いのちの野外
博物館」』として整備活用し、歩き・見・触れる中から、過去 。現在 。未来
を常に問いかけ啓発することにある。
さらにその動機付け 。意識の高まりを受け、整備の見直しや環境活動等
に参画・行動できるステージとして愛され、その仕組み 。文化を後世に受
け継いでゆく願いをテーマに込めている。

(づ

∋



2.2基 本理念

以下に、テーマを導き出した歴史の道整備のためのあるべき姿E理念を示す。

2.2.1歴史の道整備のための理念

(1)(歴史の道という)一つの価値全体から地域の垣根を外し、地域の一体性
と個性化の形成

歴史の道は、その機能から領や自治体境界を越えて成り立つものであ
り、その整備活用にあたっても基本計画を基に統一した整備・デザインが
必須と捉え、そこから地域独自の個性が創造される。

(2)過去への手がかり、地域 。歴史・文化の連続性の感得
現代と本物の遺産を中心とした過去の時空から未来を視野に置いた尽きな
い対話

歴史の道に立ち、現在の自分と本物の遺産 (史実に基づいた)を比し
て、時空 (時間 。空間)を越えた繋がりに想いを馳せ、自分 (アイデン
テイティ)再発見する。

(3)身体の価値の再発見 。再確認を通した主体的かつ内面化された自己の発見

物理的に街道勾配や路面などの変化に富んだ歴史の道を歩くことで、江
戸時代の人々の苦労との比較や、自らの体力再認識、増進を意識する。

(4)巡る景観の発見を通した環境認識

道を通り抜けながら、多様な周辺環境や景観を比較し、かけがえのない
自然と開発等を再認識する。

(5)日 常景観の価値の再発見を基礎においた地域の個性ある文化の再構築

日頃の生活空間と歴史の道との比較の中に、地域特有の文化を再発見
し、未来に向けた地域のあるべき姿を再考する。

(6)歴史を楽しみながら学ぶこと (地域のこし)から新しい地域作り (地域起
こし)の構成

好奇心から道に触れ、関わることで自分再発見と価値が高まり、自ら遺
構等の保全行動に繋がっていく仕組み。
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2.2.2歴史の道の具体的な整備のための視点

前項の整備のテーマ 。理念を受け、より具体的な整備への視点を以下に示す。

(1)歴史の道空間は一つのまとまりを基本に、体系的構成的に整備 (保存 。活
用)していく

遺跡個々の整備
ではなくまとま
りを基本とする

(2)現代の (計画)場に各時代の記憶が有機的に組み込まれた、場にまつわる記
憶を呼び起こす

・各時代の道との関わりや場の景色を
比較提供する。
・単発整備ではなく、時間・空間 。人   …
の多様な記憶の組み込み。

(3)史跡、歴史の道そのものと生活者との接触の多様な機会の場を作る

。後継者不足で管理出来ない里山・街道周辺などの保全度は、所有者の文化財意
識の啓発により大きく影響する。歴史の道に関わる「歩こう会やマスコミ取材」
等により所有者・生活者の価値感が変わり、関係者協働による保全に寄与する。

(4)シークエンス (巡る景色)の印象・記憶と配置された景観 との一体的な組立
てを図る

。文化財そのものだけを見せるのではなく、道を通り抜けながら「劇的な景観」
や「周辺と一体となった交通遺跡」などを演出することで、よリー層の印象深
い記憶を認識できる。そしてそれらの比較から、かけがえのない自然の大切さ
を実感し、保全行動に繋がる。

(5)地域・空間と文化財とで構成される景観利益の配置 。構成を図る

。歴史の道は、地域 (生活)・ 周辺空間・文化財そのものが一体となってはじめ
て、また先行整備する周辺の機運が高まった時に整備効果 (景観利益)も高く
なる。さらにそれによる相乗効果として、歴史の道が地域の誇りや観光資産と
なり、しいては雇用促進・定住に繋がっていく。

(6)空間整備を主体化する段階的達成プログラムによって組み立てる。
・行政主導でハードだけ先行整備するのではなく、保存会やNPO等の活動も早
期より促しつつ、熟成 。達成度に合わせて段階的に整備計画を組み立て、実行
する。

統一したデザイン論

どんなかたちにするかどんな道にする盆



2.3整 備課題

飲肥・佐土原歴史の道の特性を把握し、効果的に整備活用していくため、各課題要素 (2.
3.1～ 2.3.4:数字は章番号)を検討し、以下に整理した。
次買以降に各課題要素の検討結果を示す。

課 題 要 素 整 備 課 題 の ま と め

2.3.1
県内での位置づけ

特徴ある結節点H拠点 (城址等重要拠点)日遺構の多く点在する
所等を活かした整備が効果的である。

2.3.2
委員会での整備課題

(1)計画は思想を持ち、本物を残し、宮崎の主体的構成が大切
・史実に基づいて計画を構成
(考えるプロセスと謎解きの楽しさを提示)
ロツーリズム文化と観光文化を区別して捉える
(行き易い、わかりやすい、件まいとストーリーを作る、ゆとり、
やすらぎ、癒し、原風景 )

(2)文化財に近づくために。
E全線を何らかの形 (多様なアクセスパターンに対応)で通行可
とする。
ロアクセス手段も現在あるものを活用し、多様なニーズに応え
る。
日整備に統一したストーリーを持たせ、便宣的な境界 (行政 B所

轄等)を超えた整備
・先行した部分の整備と街道全体との整合した「全体性の相乗
効果」で街道の個性を醸し出す。

2.3.3
特徴ある区間調査

全長約60kmの内、以下の特長ある区間を全県整備のモデル
として優先整備し、部分から全体へと広げていく。

日道の勾配変化にまとまりやリズムの魅力あるところ。
・町場や農地、山間地など、土地利用の多様な比較ができ、眺
望点や巨木等の景色の見せ場を有している区聞。
日特に現在自然が残っている区間で、改変の危機に瀕している
ところや、道路計画などその影響が広範囲にわたる改変が進
む区問。

2.3.4
関連市町の活動経緯

活動経緯から遺構等への関心や機運が高まつている地域の自
治体区間をパイロット的に整備する。
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2.3.1 県内での位置づけ

下図及び次頁の歴史の道概略一覧は、県内の歴史の道 (昭和 53年調査)で
あり、中でも鋲肥・佐土原歴史の道は、多くの藩領 e市町村界にわたり、主要
な街道の複数結節点となっているなどの特徴がある。このことから、結節点・
拠点を活用した段階的・効果的な整備が期待される。

宮 崎 :県 歴 史 の 道

+

∞

|:i二!i.:=! ` :ぢ i

l: |こ ,と li｀と `主,i:

十 1::rif.|・:!|:|:イ

| :litF...  iイ

: 薩摩衝道との結節点
●B...ュ ....● B● ●●●●●H● ●B● ●●●代●●●ⅢⅢ♂

6●…日
: 鵜戸街道との結節点

耳
=・

:摩4
1と _:iを !     :11!II子 ::・      I :

鉄肥 B佐土原歴史の道
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宮崎県「歴史の道」概略一覧

以下に、過年度調査資料(昭和53から55年の調査等)から宮崎の「歴史の道」を概説する。

街 道 名 通過市町村 歴史的特性 道の特徴 指定文化財(指定 )

①鉄肥街道
L=60km

佐土原町
宮崎市
清武町

北郷町
日南市

B伊東氏により鉄肥城を起
点として開かれた。山仮
屋の道とも呼ばれる。
日佐土原城と鉄肥城を結ん
でおり、城下間を人や物
資が往来した。また江戸
時代には、参勤交代の道
であつた。

口尾根伝いの道、起伏の中
るやかな道、平坦地をいく

道から構成される。
日参勤交代の際に藩主が併
息した花立峠のお駕籠立
て場、山仮屋の番所跡右
ど交通関係の史跡が多く
のこる。

中ノ尾供養碑(国指定)

双石山(国指定 )

黒坂観音堂と五輪塔
(県指定)

安井息軒旧宅(国指定)

山仮屋隧道(県指定 )

蓮ヶ池横穴群(国指定)

住吉村吉墳(県指定)

僧日講遺跡(県指定 )

佐土原城跡(県指定)

②豊後街道
L=100km

北川町
延岡市
門川町
日向市
都農町
川南町
高鍋町
新富町
佐上原町

B日 向国と豊後国を結んだ
古代の官道と重なる部分
が多いと思われる。

日佐土原藩、高鍋藩、延岡
藩、幕府領の日田代官支
配地にまたがつており、各
藩が参勤交代の折りに通
過した。

E街道は日向灘に面し、ほ
ぼ平坦な道が続く。また
河川が多く、渡し船や板
橋が利用された。
日旧藩主ゆかりの寺や神
社、墓地、城跡の他、古い
家並みや代官所跡、番所
跡、豪商の屋敷跡などが
のこっている。参勤交代に
関する史跡も多い。

高鍋のクス(目指定)

旧藩都農牧駒追込場跡
(県指定)

有栖川征討総督宮殿下

御本営遺跡(県指定 )

南州翁寓居跡(県指定)

③高千穂街道
L=80km

延岡市
北方町

北郷村
日之影町
高千穂町
五ケ瀬町

B街道の終点である高千穂
は大友氏や島津氏の日
向攻略に際して情報拠点
となった。
日古来より勤工の志士高山
彦九郎、本車学者の賀来
飛霞など多くの著名人が
訪れた。

色上り下りの多い険しい追
のりだが、峠路からは、増
大な風景が広がる。
日街道沿いには、石橋、石
畳道、渡し場跡など生活
関係の史跡が多くみられ
る。

田原のイチョウ(国指定 )

高千穂峡(国指定)

芝原又三郎之墓(県指定 )

離
ｋｍ
講
蜘
④

北方町
北郷村
日之影町
諸塚村
椎葉村
高千穂町

日縄文時代の追跡が出上し
ており、原始に形成された
といわれている。
日戦国時代は、軍事道路で
あつたが、江戸時代には
山産物を輸送する役割を
持つていた。また、明治の
西南の役の際には、両間
道とも西郷軍が通過して
いる。

日道の大半は山の尾根伝い
に通っており、遠く見通し
がきく。
日山嶺の稜線沿いに縄文遺
跡が数多く分布している。

五ヶ瀬川峡谷

(国指定名勝天然記念物)

⑤椎葉山往還
L=80km

日向市
東郷町

南郷村
西郷村
椎葉村

日街道沿いにある神門地域
は物資の集散地として賑
わつた地域である。
日山陰～幸脇間は、物資の
運搬に陸路と併行して水
路が利用されていた。

B川沿いに通っている部分
が多く～また川原道、LL
道、谷道など変化に富ん
だ道である。
日要所要所には番所跡がカ
られる。

東郷古墳(県指定)

鶴野内古墳(県指定)

羽坂神社の梵鐘(県指定)

牧水生家(県指定 )

松尾のイチョウ(県指定)

大久保の大ヒノキ(県指定)

八村杉(国指定)

那須家住宅(国指定 )

⑥ 田代及水
谷日渡,II経
椎葉山往還
L=110km

市

町
村
村
村
村

岡
方
郷
郷
郷
葉

延
北
北
西
南
椎

B宇納間地蔵詣り、神門神
社詣り、塩の調達(神門)
などを目的とする人々の
往来道であった。
口島津に敗れた伊東氏など
敗者がたどつた道である。

日起点と終点がはっきりした
基幹道ではない。山地を
横断しており、峠越や、谷
が多くみられる。
日旅人の往来が頻繁でお
かつたことから交通遺闘
は少ないが、落人たちの
悲話伝説が数多く残る。
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街 道 名 通過市町村 歴史的特性 道の特徴 指定文化財(指定)

⑦ 都農B高城
都於郡往還
L=30km

都農町
川南町
木城町
高鍋町
西都市
新富町
佐土原町

日古代に形成された道であ
ると思われる。
日高城往還の終点である妻
は都万神社の門前町、妻
に隣接する三宅は律令時
代日向の国府があつた。

都農往還の沿道沿いに
は、神社、寺、吉墳等が
多くのこる。
高城往還沿いの三宅に
は、国分寺跡、国分尼寺
跡がのこっており、また西
側台地は西都原古墳群で
ある。
都於郡往還には、伊東氏
ゆかりの寺や神社、名
所、旧跡が今なお多くみら
れる。

宗麟原供養塔(国指定)

川南古境群(国指定)

鬼バス自生地(県指定)

新田原古境群(国指定 )

妻のクス(国指定)

上穂北のクス(国指定)

西都原古墳群(国指定)

日向国分寺跡(県指定)

③米良街道
L=70km

佐土原町
西都市
西米良村

日人吉領、米良領、佐土原
領を通る。
日記録としては、「伊能忠散
測量日誌」、勤王家高山
彦九郎による「米良遊歴
口記」などがある。

ローツ瀬川の上流域であそ
ため、尾根伝いの山道力

1

中心であり、道帽が狭くか
つ険しい山道である。

巨田神社(国指定)

③肥後街道
L=70km

佐土原町
国宮町
綾町
野尻町
小林市
えびの市

d戦乱の時代には、多くの
軍勢がたどり、江戸時代
は島津藩が参勤交代の
時に通行した。
日明治時代の西南の役の
際には、本街道沿いで
数々の戦いが繰り返され
た。

・城跡、古戦場、茶屋跡な
ど島津藩の参勤交代の名
残をとどめるものの他、地
下式横穴古墳が多いこと
が特徴である。また中世
における伊東氏の影響が
石像文化などに色濃く
残つている。

漆野原―里塚(県指定史跡 )
池之原一里塚(県指定史跡 )
野尻石窟仏(県指定史跡 )・雪
尻村古墳(九ノ塚吉墳X県能
定史跡 )・野尻村吉墳(大萩世
墳X県指定史跡 )・水流迫オ
地像蜂憧(県指定史跡 )・伊味
塚 (県指定史跡 )・飯野のコ
チョウ(県指定天然記念物 )1
榎田関所跡(県指定史跡 )

⑩薩摩街道
L=120km

国富町
高岡町
宮崎市
田野町
高崎町
高城町
山之口町
都城市 .

日薩摩街道と鹿児島街道か
ら成る。
・両街道とも戦乱の時代は
軍事道路であつたが、江
戸時代に入ると物資や人
の往来が盛んとなつた。

口青井岳山系を含み険しし'
道も多いが年平坦地の剤
分もある。鹿児島街道は、
青井岳天神領から都城盆
地に出るまでいくつかC
ルートにわかれている。

河上家武家門(町指定 )・去,I
の関跡(県指定史跡 )・去川α
イチョウ(国 指定天然記追
物 )・穆佐の御誕生杉(町指産
天然記念物 )・ 月知梅(国指魔
天然記念物 )。高城町古墳甜
(県指定史跡 )・ 米蔵屋敷嗣
(市指定史跡 )・兼喜神社 (寸
指定有形文化財 )・何欽吉α

墓(県指定史跡 )・ 天長寺嗣
(市指定有形文化財 )。今町―

里塚 (国指定史跡 )・清武の抹
クス(国指定天然記念物)・走
湯神社(町指定有形文化財)
麓の文弥節人形浄瑠璃(県能
定 )・桜木の将軍神社(町指魔
有形文化財 )

①鵜戸街道
L=60km

宮崎市
日南市
南郷町

・戦国時代には多くの軍勢
が行き交つた。
こ江戸時代の後期には、鵜
戸さん参り、榎原さん参り
のために利用された往来
道であつた。シャンシヤン
馬の風習も有名である。

日宮崎～鵜戸間は「七浦七

峠」と呼ばれ厳しい道程で
あるが、鵜戸参りの賑や
かさが茶屋跡などにのこ

る。
日榎原～鵜戸間も、変化に
富んだ道である。

城ヶ崎俳人墓地(市指定)

内海のアコウ(国指定)

⑫志布志街道
L=30km

日南市

南郷町
串間市

B櫛間、鉄肥の両城下を往
来する道、榎原参りの道、
隣国大隅と日向の国を結
ぶ文物交流の道であつ
た。
日南郷町の外浦港は足利
時代に対明貿易で賑わつ
た。

口直線コースでありながら、
峠路でも標高が低く、比
較的ゆるやかな道であ
る。
日街道沿いには室町時代に
建立された寺院が多くの
こる。

万多城塚(県指定)

剣城塚(県指定)

里沙門塚(県指定 )
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2.3.2委員会での整備課題
(1)委員会における歴史の道の課題整理
以下に、策定委員会にて検討した歴史の道の課題の要点整理を示す。

街道日史跡の扱い方の姿勢

⊆匡匡墓匡藝犠=要約

・文化財を文
・文化財・歴史遺産
ない。どこ

宮崎の歴史の道の考え方

・文献史実から鉄肥街
道を探るのには限界
がある。

・その状況でのまとめ
方(決定策定)が課
題である。

・調査だけでは鉄肥街
道はわからない。

日本物志向で行くか、
来客の多さで評価を
決めるか、二者択一
でよいのか、両方満
たす方法はないの
か 。

・山仮屋関所跡のイメ
ージ図の問題性もど
きの拙い例でできた
物を一般人が見ると、
当時はこうだつたの
かと間違つた理解を
導く。

・宮崎に行つてみたが、
本当らしいものは少
しも見当たらない。
それを見てきてもと
いうことになる。

・歴史の道というよう:こ
表題をつけるのなら
ば、史実に基づかな
いとただの観光とな
ってしまう。それが
ないと後世に残せな
い 。

・歴史学による史跡の
扱い方の視点i歴史
の場合、詰めていっ
ても結局わからない
ことが多いという指
摘は当たつている。

・歴史研究の基本的態
度 (考え方)はこれが
こうであるとわかるこ
とはめったにない。し
かし、「これはこうで
はないJということ
はわかる。ここから
先を言うと明らかに
嘘になる、この範囲
(の解釈)ではどうで
すかと言われれば、
確定できないことは
いつぱいある。

・それをきちんとこう
ではない、というこ
とを外していくと、だ
んだん残る物の輪
郭が見えてくる。そ
れを確定していくの
が歴史学の基本的
な方法と考え方であ
る。

両立できる考え方はないのか
(どの条件の場合両立できるのか)
史実と整備の与条件の整理

ｈ
ｌ

ｌ

ノ

O史実に基づいて計画を構成する。
・考えるプロセスを提示する。
・謎解きの過程を示し、その楽しさを味わう。

・これから造っていくものは(基
本的に)本物でありたい
・基本的に史共に則る。
・ロマン街道の問題を引き継が
ない。
1.計画検討過程で焦点がばや
けてしまった。
2.本街道の目的は何だつたの
かになつてしまう。
・事業は何をやつたのだと言わ
れないようにする。鉄肥歴史
の道に絞つて、しっかり押さえ
て検討していく。

問題提起 :本物志向で行くか、来
訪者の多さで評価を決めるのか、
二者択―でよいのか、両立する方
法はないのか。

・歴史の道というように表題をつけるならば、史実に
基づかないと、だだの観光になってしまう。
ここまでは言える、ここから先は言つてはいけない
という線を引くべきである。
それがないと後世に残せない。

Oツーリズム文化と観光文化を区別して捉える

・行き易い、わかりやすい
。倖まい、ストーリーを作る
・ゆとり、やすらぎ、癒し、原風景(心理)

整備計画根拠としての歴史の道の関係史実の内容確認

1.昭和53年歴史の道調査報告書の内容確認を通して(ルート、関連文化財の確認 )
卜1文献資料による歴史の道の概略把握
(県内主要12街道の内容整理)
1-2関係文化財の吟味・内容把握
1-31-2の根拠の確認
1-4現況確認調査と現地調査による対象の置 かれている状況の把握 (ルート確認・文
化財の現状把握)

2.歴史の道のルート確定と関連史跡の確認 (披い方の留意点の把握)
3.歴史の道の文化財歴史的遺産を中心とした特徴の要約

これらの課題を歴史部会で行う。

明治鉄肥街道から高速道路計
画までを含む扱い方についての
論点整理
1.山仮屋隧道 :明治鉄肥街道関
連文化財の扱いをどうすれば
よいか
2.高速道路日南ルートが鉄肥歴
史の道に近い位置関係にあ
り、影響が大きい:その意味
付け
3.1,2を通して歴史の道がこれら
を本整備構想全体の中で矛盾
ない扱い方をするための概念
抽出、意味付けが必要となる。
道の変遷を通した21世紀を考
える手がかりを与える対象と
して位置づける

宮崎にとつて街道、道とは何か
・江戸時代の歴史が抜けている
i交通の変遷史をみることの21
世紀への視点
1.交通史跡の生きた観察 :本
物を残すことの大切さ
2.過去の災害史を関連遺跡を
通して理解する。
3.立ち止まることが必要な時代
である。
4.戦後日本人は何を生き甲斐
として、何に未来を託したか。

歴史認知は歴史を感じさせる対象
が身近に無いとほい
・(街道に触れる機会が与えられる
ことによって)宮崎そのものを知る
手がかりになる。
・自分が住む町の歴史を知らない人
が多数いる)
・街道のイメージがプチ切れになつて
出てきたら、残された街道部分は街
道ではない(街道全体がどうなつて
いるかわからなくなる)。

街道ブーム、街道への関心はどこから来ているのか
。歩くということrま何か、歩くことの楽しみ
・主体的に自分の歩み方、生き方を見出したい(人生をどう生きたらよいか :自
分探し)その為に本物を残すことの大切さ
・ゆとり教育 :次の時代を託す子供に現在の知の蓄積をどのような形で伝えて
いくか
。共通体験の場が必要となる
・街道環境の破壊・崩壊が今も進んでいる

!急:9§皇争
疑色:時

に

]の

持つ世代の連続性・文化の断絶を防ぐ

・根元を押さえて、そこにいくつかの視点を重ねることによつて、歴史の道のお
もしろさが発見される。

豊後街道の整備運用の現
状から、本歴史の構想への
留意点
・各自治体バラバラの整備
ではなくコンセプHよ統一
しなければならない
。国の事業に依存するので
はなく、主体的に事業を構
成すべきである
・歴史ロマン街道の失敗 :焦
点がボヤケた。

歴史研究者の態度
・学術的に根拠のないこ
とを言うのはまずい。
・資料からこの範囲まで
は言える、この先は言
えないと言うことを整
理する必要がある。
・史跡の扱い方の視点

日計画は思想がないと、表面だけのものに終わつてしまう。
日企画は国からであつても、宮崎で主体的に構成していくことが大事である。
日本物を残すことの大切さ。

17～ 18
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(2)委員会における実際に街道・ 関連文化財に近づ くための必要条件検討

実際に歴史の道に近づくために、必要となる条件を整理し、アプローチの課題として以下に示す。

①アクセス法からの検討 :アクセスに備えておかなければならない街道整備条件
・アクセス法 :街道全体を通行できることを視野においた検討を行い、以下に示す各市町のア
クセスの現状を踏まえて、今後県の重点整備ゾーンに合わせたアクセスの指導・整備が重要
となる。

米良街道
:自 :

肥後街道 |バス
I」 R

ストーリー性を持たせる :テーマ設定
。行政区域と街道とを重ね合わせた無機的な整合計画は避ける Xを 内在した街道物語

平部晴南の見た歴史の道
・全体整備方針と区間の特徴の整理 (抽出・明確化)      安井息軒の歩んだ歴史の道
・個性ある鉄肥街道の全体像
・実施に当たる手順 :準備のできた行政体による特徴ある街道区間の整備実施

課 題 要 素 整 備 課 題

①アクセス性
・全線を何らかの形 (多様なアクセスパターンに対応)で通行可とする。
・アクセス手段も現在あるものを活用し、多様なニーズに応える。

②関連性・整合性

・整備に統一したストーリーを持たせ、便宜的な境界 (行政・所轄等)を超えた
整備
・先行した部分の整備と街道全体との整合した「全体性の相乗効果」で街道の個
性を醸し出す。

アクセスのパ ―ン

モ全§E議送
街道を歩く
一部歩く

アクセス
手段

ｒ

ヽ

―

―

―

―

に

無動力移動  : 自転車、徒歩
マイカー  : 自動車、バイク
バス    : 路線バス

広域移動施設

iε:学全

う
け
行
だ
も
所
所
ケ
カ
一
何
イ
ー
に

②関連、整合性 :重点整備と全体整備計画
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2.3.3特 徴ある区間調査

(1)調査の目的
歴史の道の以下の特徴を把握、整備活用計画の際の特徴ある区間等を分析する。

1)保全度 (道が現状のままか、改変されているか、現在人が通行出来るかどうか)
2)土地利用 (道の沿線の土地利用が農地や市街地など、どうなっているか)
3)勾配 (道の傾斜角度 (%)は どうなっているか)

(2)調査対象
歴史の道 鉄肥城から佐土原城大手門跡まで 約 60km

(3)調査方法

1)保全度
・以下の保全区分により1:25,000地形図に図化 (着色 )し、
延長を計測器により測定した。
①現状のまま :現在往時の道のままの形状が確認出来る
②改変されている :道であったところが道路改良等によ
り破壊・消失している
上記について現在人がA通行可能か不可能 (荒廃、民地
等原因む)かで区分

土地利用
。以下の土地利用区分により1:25,000地形図に図化(着色 )
し、延長を計測器により測定した。
①山地、②農村、③市街地

・判断は地形図記号による (市街地は概ねhaに 10戸以上)

3)勾配
。以下の勾配区分により1:25,000地形図に図化 (着色)
し、延長を計測器により測定した。
①Oから5%、 ②から10%、 ③～20%、 ④～30%、 ⑤30%～

勾配は、道の線上を500mピ ッチで地形図から標高を判読
し算出した。

(4)調査結果
以降に、「歴史の道」の現況調査結果と文化財の現状一覧表を示す。
(下図は特徴ある区間 (案))

速ヶ池資料館周辺
橘橋周辺 加納周辺

立野の渡し

野久尾周辺

佐土原城大手門前
飛ヶ峯周辺

□
回

保全度凡例

A通 れ る B通れなし
D現 状 の ま ま
D改 変されている

土地利用凡例

山地

農村

市衝地

土地利用凡例

山地

農村

市笥地

農村

市衝地

20



珂  花立―鉄肥城鳥欧図

Z

■
■
≒

町場

鉄肥・佐土原歴史の道の特徴
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1)保全状況

歴史の道の保全状況を町村別に集計したものを以下に示す。 (単位はm)

市町別では、最も「現状のままで通行可能」が多いものが北郷町であり、次いで宮崎市 。日南
市 ,佐土原町・清武町となっている。

また「改変されて通行可能」な部分が多いところが宮崎市であり、以下清武町、佐土原町、北郷
町、日南市である。

これらの事から、歴史の道では、その雰囲気を演出するために整備効果の高い区間 (北郷町・宮
崎市など)と、アクセスが容易で道の変遷の比較学習に利用可能な区間 (宮崎市・清武町など)の
まとまった特徴がある。

佐土原町

距
離
の
合
計

歴史の道保全度 (全体)

■現状・通行可

■現状・通行不可

■改変・通行可

■改変・通行不可

宮崎市

距
離
の
合
計

清武町

距
離
の
合
計

北郷町

距
離
の
合
計
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2)土 地利用状 況

歴史の道のァレー ト周辺の市町別土地利用の特徴は、以下のようになっている。

市街地割合は、宮崎市が全体の半分近くを占め、以下佐土原町、清武町がほぼ同程度で、
日南市、北郷町となっている。
山地割合は、北郷町が全体の半分近くを占め、以下宮崎市が約 1/3で あり、清武町、佐
土原町、日南市と続いている。
農地割合は、北郷町と宮崎市が全体の約人割近くを占め、以下佐土原町、清武町、日南市
と続いている。

土地利用から見た歴史の道は、緑豊かな区間 (北郷町など)や、町場と市街地が混在した
区間 (宮崎市・佐土原町他)な どのまとまりがある。

佐土原町

距
離
の
合
計

宮崎市

距
離

の
合
計

距
離

の
合
計

距
離

の
合
計

距
離

の
合
計

歴史の道の土地利用 (全体 )

□
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3)勾配の状況

歴史の道の勾配を町村別に集計したものを以下に示す。

緩やかな勾配分布割合が多いという特徴を持つ区間は宮崎市・清武町であり、5%以下が
約 8割を占める。
また北郷町や佐土原町は、5%以下が約 6割であるが、勾配分布が分散しており、変化に
富んでいるという特徴がある。

このように歴史の道では、町場で緩やかな勾配区間を利用した整備や、利用者の興味やリ
ズムを持った「魅力的・変化に富んだ」特徴がある。

宮崎市

距
離
の
合
計

距
離
の
合
計

距
離
の
合
計

距
離
の
合
計

～20%

勾配

佐土原町

距
離

の
合
計
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(5)文化財の現況一覧

1)経緯

以降に示す文化財の現況一覧は、本委員会の歴史専門部会において検討した、
‐
本歴

史の道、主に文化財の内容の事実確認で、計画時に使用する文化財の最新確認資料の
概略である。

検討手順は、昭和53年度「歴史の道調査報告書」を基に、記述内容や、文化財の状
態の確認等を、歴史専門部会の指摘に基づき、関係市町のご協力により調査修正し
た。

2)要約
文化財一覧表の修正は、次ページの現状一覧記入要領により行った。

その修正の特徴 (調査項目を見直し)は、

・評価 したものである。
の段階で、新たに候補にあがった文化財についても一覧表に追記している)

以降のベージに、歴史の道の文化財一覧、特徴及びその集計を示す。
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番号

Ｄ
位
置
確
認

Ｃ
指
定
状
況

Ｂ
所
在
地

Ａ
文
化
財
種
類

Ｆ
遺
存
状
態

Ｇ
周
辺
状
況

Ｈ詢
年

Ｉ
藩
名

Ｍ
根
拠
の
史
料

Ｎ
文
化
財
価
値

ｏ
景
観
価
値

Ｐ
周
辺

の
内
容

Ｑ
判

定

‐
‐
‐

四
県
行
　
行
政
は
市
町
村
指
定

一
師

胤

獅

欝

肺

清‥清

帥

雛

飯

町

生

一
資
、
家
、
学
、
性
、
碑
、
ょ

寺
、
撤

交
、
仏
、
木
、
Ｌ

噴
、
Ｌ

自
、

:確

:未

）
０

口

△

ｘ
？

？

イ

ー

ー

ゴ

ｖ
Ｏ

△

ｘ

●
丁
―

年
入
ヱ
記
副
を

Ｐ

Ｉ

‐

‐

覇
　

‥延

　

維

原

嵌
肥

廷

□

血

上

!

納
軽
料
Ｈ
Ｏ
×
△

，

―

‐

「

穆

Ｈ

Ｅｌ

Ｅ２

Ｅ３

ＴＥ

ＴＥ

Ｉ

０１

０２

０３

●
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

υ

△

ｘ

や

、

０

△

Ｘ

ｑ

、

Ｏ
Ｏ
△
　
　
　
‐
‐
Ｃ

十
~中小 Ψ・いψ・

文化財宅/要素
文化財の在る地点から
見た視界の広がり状況
O:人の目線から
水平角度60度
かつ垂直10度
以上開けている
時
△ :上記未満の見
通しがきく
X:見通し出来ない

文化財の
'

城 :城址、
資 :資料鮮
家 :家屋篤
学 :学問に
社 :神社篤
碑 :人碑、
墓 :墓、僑
寺 :寺、寺
無 :無影文
交 :交通に

重類を分類

大手門等
:・博物館

!由来

記念碑等
墓等
跡
:化財等
1閣わる

文化

良

概

放

悪
破

不

◎

○

□
△

ｘ
？

オの残っている状態

好に残つている
ね良好に残つている
置されている
い状態
壊されている
明または未確認

文化財の在る場所のロケー
ション
O:文化財と周りが一体と
なっていて歴史的雰囲
気を醸している
△:上記ほどハッキリして
いないが、文化財を見
るために周りの邪魔が
ない
×:整っておらず、文化財
を見ることが出来ない
ような障害物等がある
状況

仏 :仏像弩
木 :樹木
塔 :塔類
墳 :古墳
憧 :地蔵幡
自:自然
生 :生活隣

等

　

連

文化

状況

◎ :菖
ω :湖

財の在る地点周辺の

雪備されていて良好
猛ね整備されている
に置されている悪い
i態

きく整備されていない

△:カ
リ |

|

創立等□
ついて言
述正誤θ
場合具お

三誤扱い方の経過に

:述する。S53年の記
)確認 (例 :鉄肥城の
とク年・柔経河生Ⅲ

‥
Ｌ

今回の文化財の分類上の扱い方

T:交通遺跡
E:江戸時代以前の遺跡
TE:江戸時代以前の交通遺跡
0:上記以外の遺跡

さらに「¬汀2・・」のよ引こ上記記
号に以下の重要度番号を付記

民 夭 低 理 Cと つ い

H:S53県歴史の道 |

O:その他文献
△ :文献はないがJ
いる   .
×:なし
繕 と :… 由 4立 左 塊

・OttFIA帝

調査報告書

〔化財現物を根拠として

コ ■十 ス

,0

:特 I

:重 :

:重 :

こ重要
躍

露でないが他と結びついて

三の働きをする特ヌ

歴史の道 文化財現状一覧 記入要領

歴史の道に関わる文化財について、以下の要領で記入した。

K―Nを総合的勘案
し、文化財の重要
度を判定する
◎最重要
O重要
△どちらでもない
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歴史の道 文化財現状一覧
*)各現状要素項目は、S58年調査とH14年該当市町調査を基礎としている。

番

号

文
化
財
名

／
要
素

Ａ
難
財
顧

B
所在理 Ｃ統
勅
Ｄ
罐
線
Ｌ剃
車
卜鎌
雌

G

周辺

状況

H
記述年
Ｉ
絡 Ｍ翻
の
螂
Ｎ瑚朧
Ｏ
謝
朧
Ｐ
馳
の
略

Ｑ
紙

朝、 貫、
家、学、
社、碑、
道、墓、
寺、無、
交、仏、
木、塔、
境、瞳

H:H田
市

北 :北郷

町

自 :宮崎

市

清 :清武

町

佐 :佐土

庫町

国
県
行
　
髄
齢
嚇
統

現 時 点

で文 化

財につ

いて

確 :確

認出来

る

未 :未

確認

∪
有

×
無

）
○

□
△
ｘ
？
・

鰹
○
△
×

牛
入
ヱ
記
副
を B

二:延

珂

生:佐

と原

翻鷺
釧
Ｈ
Ｏ
ｘ
△

Tl、 T2、 T3
El、 E2、 E3
TEl、 TE2
TE3

01、 02、 03
1TEは重複
該当)

∪

△

X

υ

△

X

◎
Ｏ

△

I R肥城跡 ロ ◎ 1458 鋲 0 El ◎

十獣 肥 城 雁 聖 晉 料 舘 資 ロ 0 ◎ 1978 X 01 X ×

R肥城大手門石橋 日 X X 鉄 X TE2 △ (

伊 (縁重 ag匡園 ) 日 行 O ◎ O El ◎

日 確 △ El O O ◎

三徳堂 ロ 鋲 O El 〇

巳ノ上 ノ(幡神 社 日 O ◎ ◎ El

権津師弘全の供養碑 碑 ロ X El O × 〇

八幡馬場の石道跡 日 X つ
・
X △ E3 X △

小 村 弄 太 郎 誕 生 狸 τ 日 確 O ◎ ◎ O △ ×

獣肥の商人町 日 X X 03 △ O △

赤面法印の墓 日 1627 △ E3 0 △

安国寺飾 日 確 O 0 × △ E3 △

橘 面 大 和 の墓 日 △ E3 0 O △

申ノ尾供 碑 日 天 O 01 〇

Nl 伊東家 日 O ◎ 〇 △

N2 願 成 献 寺 日 市 確 △ E2 O
N3 吾日大明神足 X X 獣 △ E2 O 〇 0
N4 目氏庭園 ロ 0 ◎ O 鋲 △ E2
N5 新 山 城 日 O □ △ △ 02
N6 中 ノ星 砦 城 日 △ 鋲 △ 02 ω O O
N7 旨崎稲荷神社 日 O 鋲 △ E2 〇

N8 旧報恩寺跡 寺 日 O X × △ E2
N9 寺跡 寺 日 確 X X △ E2 O
N10 F生家 日 鉄 △ E2 O O 〇

Nll ■伊東伝 , :窄翫Fロワ更 ロ ◎ O △ E2
N12 資 ロ 市 〇 ( △ E2 0
N13 旧山本猪平家 日 △ 02 O O O
N14 A永の用水路 日 × O 鉄 △ E2
N15 松 永 の シ イ 日 市 0 △ E2
N16 田ノ上八幡神社のクス 木 ロ △ E2 O O O
N17 東郷のクス 日 ◎ O 鋲 △ E2 〇

NlR 偏百1 のイヌマキ及びモクセイ 日 市 確 ∩ △ E2

水垂観音 △ 入 El

内之日の処刑場跡 行 O つ
・

△ E2 △

王 講 E 未 O △ 1627 H E3 X X △

囚 ノ 日 の 一 軍 蕨 △ O TEl O O ◎

大藤の板碑 行 O △ △ 02 △

交 △ TEl × X △

郷之原 △ ◎ 鋲 O E2 O
花 立 の お 奮 籠 立 て の 場 未 X つ

・
△ H TEl × △

元 優 屋 D凝
`

△ 鉄 H E3 O O O
元仮屋の 木 路 O 〇 △ H T3

関所の石仏 仏 H TEI O
山仮屋の関所跡 行 O △ △ 鋲 0 TEl O 〇 ◎

イ手イ耳ラお日大 >茉弔λ 木 H El

郎之原城跡 行 O △ △ 鋲 O 02 × X 〇

卿之原の道標 一父 つ
・
△ 1904 H 02 X X △

副嶽神社 確 O ◎ ◎ 鉄 O E2 〇 〇 〇

肩野の五輪塔と六地蔵憧 塔 △ 1540 02 △ O O
大塚古墳 婚 行 確 O △ △ 鋲 △ 02 X X

胡倉茶屋 交 △ △ 02 △ O O
Ш41v怪トシステし CD ◎ ∩ lR9ク ∩ 01 〇

干適 冨 △ H T3 × △ △

峠の馬頭観音 仏 宮 O 〇 × 鋲 H 03 X X △

し平の地蔵菩薩 宮 O H 03 △ △ △
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歴史の道 文化財現状一覧
*)各現状要素項目は、S53年調査とH14年該当市町調査を基礎としている。

番

号

文
化
財
名

／
要
素

Ａ
難
財
麟

B
所在妃Ｃ績
鰯
Ｄ
随
線

Ｌ

馳

栗

「
遺存

状態

Ｇ
醜
糊

H

記述年
Ｉ
縮 Ｍ側
の
螂

N
文化財

価値

Ｏ
謝
朧
Ｐ
幽
の
熔

Ｑ
粧

家、学、
社、弾、
道、墓、
寺、無、
交、仏、
本、塔、
墳、嵯

面

郷

崎

武

土

週
　
北
　
‥宮
　
靖
　
雄
町

日

ｔ

化

Ｖ

ヨ

市

青

町

■

罵

目
県
行
　
徹
齢
附
縦

軸陣圧　離搬６　餘翻

∪

有

×

笠
【

◎
○
□
△
×
？
・

◎
○
△
×

年
入
ヱ
記
副
を

嶽
　

‥延

　

‥佐
原

脚蹴
釧
Ｈ
Ｏ
ｘ△

Tl、 T2、 T3
El、 E2、 E3
TEl、 TE2
TE3

01、 02、 03
(TEは重複
該当 )

Ｏ

△

ｘ

O
△

×

ｐ
Ｏ

△

九平の道標 一父 宮 未 X X X 齢 H T2 X X △

双 石 山 △ 01

努 田 峠 に 0 △ O TE再

勢 田 寺 鱗 △ △ E3 X △

大堤の池塘修築碑 △ △ E3 △ △

黒 坂 の 五 輔 婚 塔 清 県 確 0 ◎ ◎ 1285 △ El O △ ◎

上 値 の 涯 し △ Tl

Kl VAH井井堰 生 X △ 寛永刊 O El △ O O
新 町 の 町 並 み 確 0 △ △ 〇 Tl △ △ ◎

中野粕社

中野の地頭所跡 交 O △ 1587 O TEl × △ ◎

安井息軒旧宅 国 O ◎ ◎ 江戸後 O El O O ◎

K3 よたけ歴里館 平 成 △ El

K4 弁 人 函 砕 △ 03

平部晴南生誕地 確 O O △ 江戸後 O El O O O
K5 f邑逼EF弓 X ○ 江 △ El 0 〇

中 野 の 馬 術 調 綾 所 飾 × つ
・
△ 江 △ 03 X X △

清武古墳 つ
・

X O 03 X X △

オンソジの井具 窪 O △ △ 鋲 H 03 X X △

加細 神 社 △ fl, 八 八

源 藤 枚 橋 ，
・
X TE2 X

習 井 城 跡 確 0 △ △ 延 O 02 △ 〇 △

大 淀 JIIの 船 乱 X TE2 △

頑頭水神 0 △ E2 △ △ △

小戸神社 社 宮 〇 ◎ ◎ 延 △ 02 △ O O
網 掛 観 音 仏 △ △ 02 △ △

宮崎神宮 (宮崎神宮のオオンラフシ
・

回 0 01

冨 崎 県 総 合 博 物 餌 O ◎ ◎ 延 × 01 O O O
64 1 罹ケ島の水偲 △ 03 △ △ △

蓮ヶ池横大群 国 O ◎ △ 01 ∩

断 名 爪 の 大 地 蔵 幅 確 O △ 02 X △ △

倖 吉 村 古 婚 △ △ 01 △ △

i原の六地蔵憧 宮 O △ △ 1523 佐 △ 02 △ O △

の仏像 ●
・

| △ 02 ∩ 八 ∧

々橋 (浮き橋 )跡 一う X △ 1600 HO TE2 △

峰薬師の大地蔵憧 〇 ◎ O 佐 HO 02 O O O

旧夜泣橋跡 一父 佐 O ロ △ 佐 HO 01

平等 手 観 晋 営 の 仏 H( 01 〇 〇 ◎

平等寺観音堂の五輪塔 O 1378 H( 02

足 取 川 板 橋 跡 0 X 佐 H T2 △ O ◎

野久尾の一里坂
一う H El

茶屋村謝 確 〇 X 0 佐 HO Tl O △ O
僧 日講遺跡 H El 〇 ◎

隻 君 神 社 社 〇 ◎ ◎ 佐 H E2 △ △

佐土原口の旧 HO Tl

佐 主 原 城 大 〇 O ① 佐 HO El O O
Sl l 佐土原城跡 佐 1427 H0 El

S2 商家資料館と水路 確 〇 ◎ ◎ 佐 0 E2 O ○ ◎

S3 百敢富 確 O Tl

S4 金柏寺読と釈 iLw営 窪 〇 佐 ○ 02 O O ◎

S5 1 佐土原の商人町 O O 佐 O El

S6 藩校「学習館 I種 〇 O ◎

S7 多楽院 佐 O O O O El
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A文化財種類

70

60

50

40

30

20

10

0

城 資 家 学 社 碑 墓 寺 無 交 仏 木 塔 墳 瞳 自 生

城 :城址、大手F二等   資:資料館・博物館   家:家屋等    学 :学問に由来   社:神社等
碑 :人碑、記念碑等   墓 :墓、僑墓等     寺:寺、寺跡    無 :無形文化財等  交:交通に関わる
仏:仏像等   木:樹木  塔 :塔類  墳 :吉墳    憧 :地蔵憧等   自:自然  生:生活関連

A文化財種類

交通に関わる文化財が20ヶ所あり、全体の約24%を占める。次いで神社等が続き、約
15%を占める。

B所在地 文化財数

70

00

50

40

30

20

10

0
日南  北郷  宮崎  清武 佐土原
(3km) (18km)(24km) (7km) (7km)

C文化財指定種別

70

60

50

40

30

20

10

0

D位置確認

70

60

50

40

30

20

10

0
確認 未確認

B所在地別文化財数

所在地は市町によって大差はないが、その中でも北郷町(24%)、 宮崎市(23%)が多い。し
かし、距離当たりの箇所数で比較すると、日南市が5ヶ所/kmと群を抜く。
日南市5.Oヶ所/km、 清武町2.lヶ所/km、 佐土原町1.9ヶ所/km、 北郷町1.lヶ所/km、 宮崎市0.3ヶ所/km

C文化財指定種別

全体の3/4が無指定である。

D位置確認

確認可能な文化財が全体の約82%を占める。



F遺存状況

70

60

50

40

30

20

10

0

良好 概ね良好  放置   悪い  破壊 不明

321

謙
■
，
●

19

一碇一・一̈二 十1呻 占 「 |

歴史の道 文化財の現況

G周辺状況とF遺存状況の関係を見る
と、周辺の整備が良好であるほど、文化
財の遺存状態も良好と言える。しかし周
辺の整備状況が悪くなると、遺存状況も
悪くなる。

D位置確認

昭和53年報告書を根拠とする文化財
は、全体の35%程度に過ぎず、新た
な根拠が占める割合が高い。

G周辺状況

70

60
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40
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20

10
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100%

％

　

　

　

％

０

　

　

　

０

６

　

　

　

４

Ｆ
遺
存
状
況
の
割
合

□

良好 不良

G周辺状況

M根拠史料
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60
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20
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0

S53報告  その他文献 文化財現物  なし
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N文化財価値

60

50

40

30

20

10

0

E3      TEl     TE2     TE3      01

T:交通遺跡    E:江 戸時代以前の遺跡    TE:江 戸時代以前の交通遺跡  O:上 記以外の遺跡
上記記号に付記する重要度番号
1 : 特に重要   2 : 重要 3 : 重要でないが、他と結びついて特定の働きをする

N文化財価値

江戸時代以前で特に重要である遺跡が全体の約20%～ 続いて、交通遺跡や江戸時代以
前でない遺跡で重要といえるものが約18%である。同条件で、特に重要であるものが約
12%と続く。
また、重要度、時代、遺跡種別で見ると、以下のようになる。

|

重要度から見れば、特に重要なもの(上記
「N文化財価値」グラフの「 1」のもの)が半数
近い。

江戸時代以前と、それ以降の文化財割
合は、ほぼ1:1である。

交通遺跡の割合は、全体の1/4程度で
ある。

22%
18ヶ所

48%
39ヶ所

30%
25ヶ所

100%

80%

60%

40%

20%

0%

江戸珈
以前

|

‐ B
素 題 ロ

23.2

時代 遺聴種別

36



繭 .適 文化財の現滉

70

1 6Q

I:ユt】

,40

30

20

10

C
難 難 導   蓼即野守雪蝉 しヽ  浮甲甲四E攣

0景観価値

文化財と一体     を移成している靭効氏―半数港超熟組紬●1.輸。

,周辺内容

見通碗鞠離鳩pがi全体の約61%を占める。

ｎ

　

ｍ

　

翻
一　
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見通しよい  .少し鼠通じ  員通しきかない
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2.3.4関連市町の活動経緯
○ 以下に、関連市町における歴史の道「飲肥街道」活用推進に関わる活動一覧を示す。(文字枠の左肩位置が活動日を示す)

「文化財防火デー」
実施

「文化財防火デー」

実施

「文化財防火デー」
実施

「文化財防火デー」

実施

「文化財防火デー」

実施
「文化財防火デー」

実施

「文化財防火デー」
実施

「文化財保護強調週間」
文化財見学会実施

「文化財保護強調週間」

文化財見学会実施

「文化財保護強調週間」
文化財見学会実施

「文化財保護強調週間」
文化財見学会実施

「文化財保護強調週間」
文化財見学会実施

国選定「日南市鋲肥伝統的建造物

群保存地区」看板設置(14ヶ所)

「日南市の文化財」第3版刊行

県指定天然記念物
「鋲月巴のウスギモ

'セイ」看板設置

(財 )シルサヽ
・―

人|オセンターに

よる鉄肥城

周辺の清掃
活動

(財ルルハ
・―

人材センターに

よる鉄肥城
周辺の清掃
活動

(財レル′ヽ
・―

人材センターに

よる鉄肥城

周辺の清掃
活動

(財 )シル′ヽ
・―

人1オセンター

による鋲肥
城周辺の清
掃活動

(財 )功レ′ヽ'一

人材センターに

よる鋲肥城

周辺の清掃
活動

(財 )切レ′ヽ上

人材センター「こ

よる鉄肥城

周辺の清掃
活動

国指定天然

記念物「鵜戸
ヘゴ自生地】ヒ

限地帯」看板
設置

「アカウミガメ・パ
ンフレット」作成

目指定史跡「中ノ尾

供養碑」看板設置

「北郷町民文化祭」
芸能発表

「北郷町民文化祭」
芸能発表

「北郷町民文化祭」
芸能発表

「北郷町民文化祭」
芸能発表

「北郷町民文化祭」
表能発表

「北郷町民文化祭」
芸能発表

「歩き・み。ら、れる歴史
の道」清武・北郷大会

講演会「江戸
時代の宮崎」

第8回「こども民俗芸能まつり」 第9回「こども民俗芸能まつり」 第11回「こども民俗芸能まつ 歴史文化館フェスティバル第4回「こども民俗芸能まつり」 第6回「こども民俗芸能まつり」 第7回「こども民俗芸能まつり」

企画展「清武の

歴史と文化財」

コーナー展「平成14年度
歴史館のあゆみ」速報展「宮崎市の発

掘調査の成果」

常設展示事業  宮崎の考古・歴史・民俗・民俗芸能・神話の資料

「歩き。み・ふれる歴史
の道」清武・北郷大会

文化財請座

綾の自然と生活文化

文化財講座
文化財を身近に

感じるために

発掘調査発表
金箔瓦一般公開 文化財講座

佐土原城下町散策

発掘調査発表
伊賀給遺跡一般公開
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2.4歴史の道活用整備と重点ゾーンの検討

歴史の道周辺の土地変化から見た整備上の留意事項を下表 [歴史の道活用整備方針と

留意点]に示す。

また上記の中における、重点ゾーン (行政単位)活用整備方針を次頁に示す。

変されたが安
しているところ

急速に改変口破
壊が進むところ

徐々に改変 B破

壊が進むところ

:宮崎市神宮から
清武町加納

・歴史の道への
アクセスや既
存公益施設の

有効活用
・利用者の安全
確保

例 :宮崎市花ヶ島

を問う

。遺存文化財の

保全を最優先
。開発計画への

早期からの提

問う

。開発計画への
早期提言
・住民と文化財
等との快適な
環境づくりの
啓発

例 :清武町IC付近

を問う

。周辺文化財と
市街地機能と
のネットワー
ク整備
・沿道景観の整
備 (住民と共
に)

何 :百帝帝鉄殖
…

・市街地の現状
の魅力を活か
した整備
・都市型景観・

人・生活に密
着した整備

②農地
自然地

・里の景観を背
景として歴史
の道を整備
・営農者との対
話が出来る道
づくり

:北郷町内之田

問う
。施工段階で
あっても遺存
文化財の保全
計画を提案
。文化財所有
者・改変原因
者への啓発

例 :耳財卜IC、

宮崎市広原

存を問う
。里の景観と馴
染んだ無理の
ない段階的整
備計画
・営農者ととも
に考え、文化
財等と生きる
快道な環境づ
くり

例 :清武町IC付近

問う
。ハゼ木や用水
路など、既存
農村景観等と
道の整備の補
完する仕組み
。農地内の沿道
景観の整備

例 :北郷町大藤

への問いかけ
・生産緑地等の
豊かな中で水
場や木陰など
拠点となる魅
力繋いでいく
。農村景観と連
続性のあるレ
クリエーショ
ン空間整備

③山地
自然地

り方を問う

・改変部の起終
点を示すなど
名残を組み込
んだサイン計
画
・利用者と林務
者の共存・安
全確保

:北郷町山仮屋

を問う

。遺存文化財の

保全を最優先
・林道等開発計
画への早期か
らの提言

例 :北郷花立、
北郷高速道・

IC付近

・林道開発計画
と歴史の道活
用ルー ト早期
からの協議調
整、提言

林 Eり 裕 づE`巧
の在り方を問う

i‐言嚇 元7…

・住民と共催す
る「歴史の道
イベント」等
を定期化する
など、参加す
る市民および
住民の文化財
に対するより
一層の保全意
識の啓発

例 :清武町勢田
峠、北郷町山

仮屋

り方を問う

で眺望点や休
憩所など魅カ
的拠点へ気軽
にアクセス
ネットワーク
化
・ハイキングや
環境学習を含
む多様性を
持ったレクリ
エーション空
間整備

関わりへの問
,ヽか け

・自然景観の中
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3 整備活用計画

3.1 基本原則
本活用計画の基本原則は、歴史の道 。関連文化財について、官 (国県市町)民
協働の仕組み・連携を前提に、無理をしない (保全度や実状に合わせた段階的)
活用整備 とし、持続可能で効果的なものとする。
計画では「歴史の道」を屋外実体験できる博物館 (フ ィール ドミュージアム)
として捉え、道・生活との関わりを通し、自ら考え多様な関係者と共に連動する
活用整備を進める。

3.1,1 活用イメージ

フィールドミュージアム

日南市パターン
守る・ガイド・維持

保存整備
プロジェ
ク ト等と
の抱き合
わせ整備
手法

景観 :保全・

開発規制に
よるトータ
ルの雰囲気
づくり

PR普及
(人づく
り :ガイ
ド要請、
INET

'舌

用 )

関連効果 :

知徳体 (倫
理・コミュ
ニケーショ
ン育成 )
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3.1.2歴史の道の整備方針 : テーマ「鉄肥田佐土原歴史の道 (街道が聞う江戸時代)」

基本原則に基づき、活用整備の方針を以下に示す。

1.文化財としての活用整備
① 歴史の道本体としての活用整備
全体の中で勢田峠や山仮屋など本体整備の意義高い部分を整備・指定する
② 関連付けた活用整備
起終ッ点の佐土原・鉄肥城址、清武等の拠点的な整備

2。 「街道が問う江戸時代」の仕掛けづくり

① 従来の楽しむだけの整備から、利用者が街道を通して、自ら答えを出すこと (なぞ解
き)か らまちづくりへの問いかけを行うステージである (開発・地域・街道を通した
つながり [広がり]・反省)
② 両拠点城址 (吸引力)整備により象徴性が増し、問いかけの整備効果が高まる。
③ 60kmの 変化 。身近さ。景観 。全線通ることが出来る等の魅力をコンパクトに提供
する。 (全線通すあるいは入場制限・歩行弱者等に対し、現状でトラブルのない代替
路を提供)
④ 道は他領との繋がりがあってはじめて機能し、生活の場から焙り出される性格が見え
てくる (農・林・宿などの特徴から比較)

3.歴史の道の景観づくり

保全度の高いところを保全整備することに加え、市街地 (宮崎市等)の知られていな
い部分は、街道の中抜け的区間であるが、痕跡の無い部分は、いにしえを想い馳せる

区間として重要である。 (知 らしめる必要性あり :ex東京の日本橋など)
街道の雰囲気 (景色造 り)のためには、例えば「道の変遷 (歩 く―〉馬車―〉自動車→高
速道路)」 や 「道の改変度 (保全度高 <― >改変部 (現在))」 などの対比 (鳥欧的
に)した景観が重要であり、それを通じて自らの現在を再発見できる景観づくりを行
う。

4.ネ ットワーク協働整備

① 計画では、市町の具体的整備にむけて、共通指針 (デザイン原則)を策定する。整備
にあたつては「関係市町整備活用連絡協議会」等を設立・機能 (ネ ットワーク整備)
させることが重要。
② 事業の早期から市民・NPO等参画によるワークションプ (協働会議)を立ち上げ、
啓発・信頼と合意形成のもと、具体的な遺跡の見せ方 。無理なく維持出来るデザイン
の仕組み等を検討する。

5。 魅力拠点資産の掘 り起こし

① 巨樹や一里塚等の魅力資産が、わかりにくい状態にある (野尻町 :萩之茶屋の一里塚
等)これらの魅力資産を積極・効果的 (連携等により)に知らしめ、理解 。参画の動
機付けを行う。
② 生活・動植物のいぶきを感じる景観場面など絵になる場面も上記同様発掘し、利用者
に知らしめ提供する。

①

②

関連付けた活用整備
拠点的な整備
(学習・交流・休息等)

1・
.≪ 印ず甲 警  け荒ゞ 詳□B甲Ⅲド

①歴史の道本体としての
道本体の意義高い部分を整備・指定

(屋外体験・モデル整備・休息・眺望等)

①街道の中抜け的区間を知らしめる ②道の変遷の対比景観

豆ポドテ
イ

県適より歴史の道を望む例

①関係市町整備活用連絡協議会」等
を設立・機能 (ネットワーク整備

市町・官民を超えた活用整備

共通指針によるデザイン

づくり :ガイ

①巨樹や一里塚等の魅力資産を街
道・文化財と共に効果的に知らしめ

る。

②いぶきを感じる景観場面を街道・

文化財と連携提供して知らしめる。
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(1)文化財 としての活用整備

① 歴史の道本体としての活用整備

歴史の道の全体の中で、直接の交通遺跡となる「勢田峠や山仮屋」など道本体の

整備の意義高い部分を整備 。指定し、文化財として「屋外体験・モデル的整備・休

息や眺望の場等の整備」を行う。このことにより道本体の価値が高まり、関連文化

財との比較による学習拠点として、また地形変化や眺望点の演出と相まって学習・

レクリエーションのリズムが出来ることで歴史の道全体の魅力が高まる。

② 関連付けた活用整備

歴史の道の起終点となる「鉄肥城址・佐土原城址」ならびに清武の新町付近など

拠点となる文化財等は、資料館機能を持たせるなど歴史学習に効果的であり、定期

的なプログラムと合わせて交流の場面としての活用にも期待が出来る。また緊急時

の対応や休息等の施設としても整備効果が高く、周辺文化財の情報提供・連携活用

に有効である。

①歴史の道本体としての整備

道本体の意義高い部分を整備・指定

(屋外体験。モデル整備・休息・眺望等)

②関連付けた活用整備

拠点的な整備

(学習・交流・休息等)

眺望の良い所を休憩場 と

して整備
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(2) 「街道が問う江戸時代」の仕掛けづ くり

① 従来の楽しむだけの整備から、利用者が街道を通して、自ら答えを出すこと (な

ぞ解き)か らまちづくりへの問いかけを行うステージである (開発・地域・街道

を通したつながり [広がり]・反省)

② 両拠点城址 (吸引力)整備により象徴性が増し、問いかけの整備効果が高まる。
③ 60kmの変化・身近さ。景観・全線通ることが出来る等の魅力をコンパクトに
提供する。(全線通すあるいは入場制限・歩行弱者等に対し、現状でトラブルのな

い代替路を提供)

④ 道は他領との繋がりがあってはじめて機能し、生活の場から焙り出される性格が

見えてくる (農・林・宿などの特徴から比較)

①街道を通したなぞ解き ②魅力をコンパクトに提供

③道の事情に合わせた整備

・盛土補修、手摺等整備

士)現状保全を第一に配慮

装補修 。駐車場を整備

して舗 ・ )安全をもたらす仕掛けは最小

限にとどめる
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(3)歴史の道の景観づ くり

① 保全度の高いところを先行整備することに加え、市街地 (宮崎市等)の知られて

いない部分は、街道の中抜け的な区間であるが、このような痕跡の無い部分も、

いにしえに想いを馳せる区間として重要である。欲日らしめる必要性ありiex東

京の日本橋など)

② 街道の雰囲気 (景色造り)のためには、例えば

・道の変遷 (歩く→馬車→自動車→高速道路)

・道の改変度 (保全度高←→改変部 (現在))

などの対比 (鳥厳的に)した景観が重要であり、それを通じて自らの現在を再発

見できる景観づくりを行う。

① 街道の中抜け的な区間を知らしめる

品

飢

② 道の変遷の対比景観
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(4)ネ ットワーク協働整備

① 計画では、市町の具体的整備にむけて、共通指針 (デザイン原則)を策定する。

整備にあたっては「関係市町整備活用連絡協議会」等を設立・機能 (ネ ットワー

ク整備)させることが重要。

② 事業の早期から市民・NPO等参画によるワークショップ (協働会議)を立ち上
げ、啓発・信頼と合意形成のもと、具体的な遺跡の見せ方・無理なく維持出来る

デザインの仕組み等を検討する。

共通指針によるデザイン
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(5)魅力拠点資産の掘 り起こし

① 巨樹や一里塚等の魅力資産が、わかりにくい状態にあり (野尻町 :萩之茶屋の一

里塚等)、 これらの魅力資産を積極・効果的 (連携等により)に知らしめ、理解・

参画の動機付けを行う。

② 生活・動植物のいぶきを感じる景観場面など絵になる場面も上記同様発掘し、利

用者に知らしめ提供する。

①巨樹や一里塚等の魅

力資産を街道・文化財

と共に効果的に知らし

める。

②いぶきを感じる景

観場面を街道・文化

財と連携提供して知

らしめる。

■ヽ ――― ―_.
阻

T″
… rrr
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3.1.3 整備活用の統一イメージ

整備活用計画は、来訪者が歴史の道全線から「統一したメッセージを受けとる事が
出来るデザイン」が効果的である。以下に整備活用の統一イメージと統一コードデザ
インを示す。

(1)整備活用の統一イメージ

本活用計画での整備イメージは、拠点・歴史の道 臣関連文化財について、協働
の仕組みと連携 し、保全度や実状に合わせた効果効率的なものとする。

①拠点 由結節点 :活動拠点としての機能と歴史の道への誘導機能を持たせる。眺
望点 口水場等についても、視界確保や親水機能を持たせるなど積極的に活用す
る。 (官民パー トナーシップの啓発 H役割分担と連動)
②保全部 J関連文化財 :保全度の高い「歴史の道そのもの」及び「関連文化財」
の指定 日保全整備 (測量調査含む)を行う。
③改変部 :状態に合わせ吉道の復元や街道への想いを馳せる学習説明サインを設
ける。

③改変部
歴史の道や遺跡が改変された部分に
は、遺構の本来の姿の説明サインやそ
の範囲を示す範囲を示し、街道から遺
跡の往時に思いを馳せるデザイン演出
を行う。

②保全部 日関連文化財の保全
歴史の道からlkm以内の関連す
る文化財の復元 日保全整備を行い、
道から至近部および文化財にサイン
等を設置する。

共通デザインの方向サイン

制
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(2)統一コードデザイン

①情景アンケートや色彩調査に基づく基本カラー計画
②史実 日郷土素材に基づくサイン虫街具 B植栽 日舗装等
(本県独自デザイン、対候性、情報更新性、周辺環境に配慮)
③実在 日不在問わず、遺跡を感じるロマンチックな視点場 B空間演出
④UD(ユニバーサルデザイン)に配慮した触感 ロアロマスケープ (木の香
等)Hサウンドスケープ (そよぐ葉音等)と サイン

①基本カラー計画
カラー調査からマンセル色値によ
る最適カラーを選出し施設デザイン

②史実・郷土素材
石段や外構などのデザインは、史
実や郷土素材に基づいて整備を行
う。史実不明の場合でも、地場産骨
材等を活用した舗装を行うなど～郷
土デザイン演出

③遺跡を感じさせるロマンチックな
空間演出例

消失 日不可視状態の遺跡であつて

夕と   鵬

④UDに配慮したビジュアル触感 B
香リスケープロサウンドスケープ

:       こ
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3.2歴史の道 重点ゾーン活用整備方針

t歴史の道の整備モデルと、
の整備活用の基本方針を、

それぞれの重点整備活用区域の位置を以下に示す。
右の表に整理した。

また、現在の行政単位で

街道整備モデル

豊後衝道

〕太率はテーマ

土地利用 佐土原町(S) 宮崎常(M) 府貴町(K) 北郷町(G) 日常市(N)

歴史の道 その他文化財 歴史の道 その他文化財 歴史の道 その他文化財 歴史の道 その他文化財 歴史の道 その他文化財

①
市
街
地

・
町
場

テーマ
基本方日

の比較

・城下町と資料
館・力班雛
と警合し、豊
後・米良・胆
後街道の結節
点という拠点
性を活かす

S-1
2)佐土原城大手門
前
〕)野久尾周辺

翼
能
歴
機
際
点
工
拠
題
の
鵬
Ｊ
麻
道
‐
の

佐土原城跡、
佐土原城大手
門跡、商家資
料館 と水路等
の連携整備

代・過去の道の
比較
・改変された道が
多いが、その存
在を知らしめ
る。

で、改変された適
等に思いを馳せる

・資料館、博物錦
等の学習拠点を

活用 し、イベン

ト等の動機付
け・ガイ ドの育
成

な改童の今後を
間う
。中野の街並み
は、建物・道
とも改変され
ている。
沿道の小中学
校と連携した
学習の仕組み

け

・水場や雰囲気を

持つた施設の修
景

拠点の活用と住
時の街場を間う

。伝建群の街並み
や鉄肥城周辺の
修景により統一
景観を醸してい
る。
よリー層の修景
統一と連携整備

歴夏の通
`種施設により多

くの魅力ある
文化財をア
ピールする。

場所

同左 M-1

a)蓬ヶ池資料館
周辺
b)神宮周辺
c)橘橋周辺

同左
・蓬ヶ池歴史資料
館、県総合博物

館等

K-1
a)加納周辺

・同左 (長屋門、
オンンジの井
泉 )

N-1
a)鉄肥城大手門
前

屋更婉 着た

司左周辺

指定

道の県指定

Э城趾。結節点
等の方向。学
習サイン
の改変部の学習
サイン
Э関連文化財の
保全
④資料館の連携
淘昭

隆土原城跡 (県指
定)、商家資料館 と
水路(町 )

・同左誘導サイン

イベン ト等の追
加、定例化

①結節点等の方
向・学習サイン
リ改変部の説明サ
イン
◎関連文化財の裸
全

義肥城跡下F東
邸・振徳堂 (市)
幸

整備内瑠

習サイ ン

同左の誘導サイ
ン

歴史の道 と連携
した学習会等の

開催 。継続

・同左 (誘導サ
イン)
・長屋門、井泉
にアプローチ
整備等

一①
②
石昼舗装
城趾 。結節点
等の方向 。学
習サイン

関連文化財の

保全
③

・同左の誘導サ
イン
・歴史の道と連
携 した学習会

等の開催・継
続

②
農
地

・
自
然
地

【鞠

最を味わう

・ 周辺は江戸時代
以前の遺跡が集
中してお り、資
料館を学習の核
とし、文化財 と
関連づけた整備

資料館を学習の

核とし、文化財
と関連づけた整
備

顧しとこりいか
りに憩いを聴せ
る

。広渡川沿いの農
地部の歴史の道
は改変されてい
るが、平坦部が
続き、周辺景観
の広がりを持つ
景観県育整備と
改変部の往時を
想い馳せる仕組
み

場所

h下幸野及び上使
の渡 し付近

・ 同左の中野周辺
(安井息軒旧
宅、中野の清武
地頭所跡、きよ
たけ歴史館等)

安井息軒旧宅
(国 )

G議
の渡し

b)大藤の渡し

指定

①学習サイン
②関連文化財の保
全
③歴史の道ルート
サイン

。同左 (誘導サイ
ン)
・資料館での交流
イベン トや「歩
こう会」による
起終点機能充実

①学習サイン
②関連文化財の
保全
③歴史の道ルー
トサイン

⑥
山
地

・
自
然
地

テーマ
基本方,

を感 じる峠のス

テージ

・ 勢田峠から椿山
は交通遺跡・眺
望点・水場が点
在し、歴史の道
の保全度も高

これらを有機的
に繋げて活用整
備する。

道の勾配や

景色変化、
水場等を楽
しむ

・椿山周辺 (双
石山等 )

双石山 (国 )

匠Xワ3BVJこ晴
を感 じる峠のス

テージ

・勢田峠は、県全
度高く、適度な
道路勾配と豊か
な山林に抱かれ
た空間を活かし
最小限の整備に
て、安全な利用
しやすい道とす
る。

守=9JttTbltひ
たり時空に関い

かける関所

・花立から山仮屋

部分は、保全度
が最も高 く、眺
望点や道度な勾
配 と江戸以前の

交通遺跡も点在
している。

関肪や臣不
の魅力 を引

き出 し、連

携整備す
る。
良好な視点
場を活か
す。

切
を
」
則
路

匹
と
岐

ワ
別
る

え
信

じ

Ｅ
Ｄ
感

城下町から飛峰
の山地部には、
鵜戸街道の結節
点があり、遺跡
も睦 してい
る。

化や街道の分競
を効果的に演世
する。

同左周辺

中ノ尾供養碑
(国)

場所

路魂 峠
e)格山

勢百床あ菌指定

①崩落部等の盛
と補修
②

'r水

施設
③文化財位置・
学習サイン

発澱胎峠

期 暉あ画層走
~

①崩落部等の盛
土補修
②排水施設
③文化財位置・
学習サイン

G-3
c)山仮屋周辺
d)花立周辺

歴史の道の目指定

同左

山仮屋の関所
跡 (町→目指
定へ )

N-3
b)飛ケ峰周辺

顔 あ電あ百指モ

指定

整備内塔

同左 (誘導サイ
ン)

学習会イベン ト

等による誘客

①崩落部等の盛
土補修
②排水施設
③文化財位置・
学習サイン
④駐車場・休憩
施設

同左 (誘導
サイン)

視点場の刈

払い

学習会イベ

ン ト等によ

る誘客

D霜鱒 ガ
向・学習サイ
ン
D改変部の説明
サイン
Э関連文化財の
保全

同左 (誘導サイ
ン)

視点場の刈払い

学習会イベント

等による誘客

特色
資料館活用
平坦な市街地景観

四」易 巾何型の名娠 と鏡 JlttW4理 魚
観 を持つ。

資料館等の活用

・HTRに まとまった遺跡 と峠の魅力
を持つ。
・資料館の楡R

・変化する勾配や良好な眺望点を

持つ。

・胡
~慇 の の 0歿

「
口」京 観 と何 壇 の

結節点を有する。
・資料館や協働県全の仕組みを持

肥後街道

志布志街道

街道整備区間と重点整備活用区域の位置

それぞれの重点整備活用区間の保全 口整備をはかるための基本方針 (テーマ)を設定し、整備の具体的
構成への便宣をはかつた。

各重点整備活用区域についての整備概要は、以下P56からP91に示し、特に区域についての空間整備にお
いては、拡大地図を表示し、留意すべき事項、検討課題等について示し、整備上の便宣をはかるように
した。

それぞれの重点整備活用区間について補足すると、場所および土地利用について、例えば「S-1」 は
「佐土原 (頭文字S)の 1番目 (市街地)の区域」を示し、「M-3」 は「宮崎市 (頭文字M)の 3番
目 (山地 色自然地)の区域」を示している。また市町の区域毎にa)、 b)、 c)B Eと通し記号をつ
けている。

可
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歴史の道 地形イメージ図

佐土原城―橘橋鳥欧図 |

ェ
↑
・ア
，
予
々
〉

募
=甚

|:圭筆勢い:
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3.2.2関 係市町別活用整備方針

以下に関係市町別の歴史の道整備にむけた活用方針を示す。

(分類や場所はP53～54「歴史の道 重点デーン活用整備方針」を参照)

(1)佐土原町

場所 S-l a)佐 土原大手門前、 b)野久尾周辺
分類 :市街地「町場

ア)歴史の道

○ テーマ基本方針

「拠J点活用と現代・過去の道の比較」

・城下町のイメージと資料館・城址整備と整合・

全体性を演出し、豊後・米良・肥後街道の結

節点という拠点性を活かした歴史学習機会を

提供する。

・野久尾周辺のゴルフ場 。住宅地開発などの周

辺環境 (景観)の改変部は、誘導された歴史
の道のステージから過去 。現在を比較して、

自らの行動を再考する場を提供する。

○ 指定

歴史の道について、新たに国指定を受ける。

○ 整備内容

① 城趾 。結節点等の方向・学習サイン

城址・資料館等の拠点に各街道への方向サ

インを設け、併設した学習サインとともに来

訪者を誘導する。

② 改変部の学習サイン

歴史の道の雰囲気が改変されているとこ

ろには、往時の様子や謂れを記した学習サインを設け、改変部との比

較学習に供する。

イ)その他文化財

○ テーマ基本方針

「鉄肥・佐土原歴史の道」の拠点機能

。佐土原城跡、佐土原城大手門跡、商家資料館と水路等の連携整備

○ 指定

佐土原城跡(県指定 )、商家資料館と水路(町 )

○ 整備内容

③ 関連文化財の保全



④

歴史の道に関連する文化財およびアプロ

ーチ部(宝塔山西部・野久尾住宅裏手部分な

ど)について、崩落防止・足元確保のための

排水施設・法面保護、取り付け道路を整備す

る。

資料館の連携活用

資料館へのアプローチ部にその誘導のための方向サインや資料館

紹介を含めた学習サインを設ける。

また、歴史の道に関わるイベント等について、これまでの実績に加

え、追加・定例化して歴史の道と資料館を連携活用し、歴史学習初心

者からベテランリピーターまでの入込みに誘致する。
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佐土原町
S-1-a 佐土原城大手門前
整備テーマ :拠点活用と衛道の比較

①城趾・結節点の方向、学習サイン
②改変部の説明サイン
③関連文化財の保全
④資料館の連携活用

整備位置図

士
―

…
__,■

①城趾 区結節点の
方向、学習サイン
④資料館の連携活用
・学習サイン1基
・方向サイン2基

③関連文化財の保全

。排水施設 200m
・取付道路 50m
。法面保護 600だ

Iてi=hi碁

離:博
①歴史の道の雰囲
気を残す結節点
等の方向、学習
サイン

・学習サイン2基
。方向サイン2基

①城趾 日結節点の
方向、学習サイン

・学習サイン1基
・方向サイン1基

遺 跡 凡 例

● 交通還跡

● 江戸時代以前の遺跡

江戸時代以副の交通遺跡

上記以外の遺跡

ー

歴史の道ルー ト

●
。

今

●

Ｂ
々

整備ヴーン

O 整備位置



佐土原町
S-1-b 野久尾周辺
整備テーマ :宅地開発等と街道の比較

①城趾・結節点の方向、学習サイン
②改変部の説明サイン
③関連文化財の保全
④資料館の連携活用

整備位置図

肇、上 ′琳 珂
Ч

ヽr

l＼
ノ｀、
、、 デ//

0        500      10∞ m

②改変部の説明サ
イン

・説明サイン4基
。方向サイン6基

③関連文化財の保全

・盛土補修500m
・方向サイン2基
。視点場整備

・ )安全をもたらす仕掛け

は最月ヽ限にとどめる

遺 跡 凡 例

● 更通遺師

● 江戸時代以前の選跡

● 江戸時代以前の交通遺跡

上記以外の道師

ー

歴史の道ルート

，
．

●

◆

“
●

整備ヴーン

O 整備位置



(2)宮崎市

場所 :M-l a)蓮 ヶ池資料館周辺 b)神宮周辺 c)橘橋周辺
分類 :市街地 口町場

ア)歴史の道

○ テーマ基本方針

「拠点活用と現代 。過去の道の比較」

。本ゾーンには、点在する文化財に加え、県総

合博物館・資料館等の収蔵・学習の拠点が多

く分布しており、歴史の道と関係させること

で、学習効果を高める。

。また国道 10号線に沿つて位置する本ゾーン
の歴史の道は、バイパス道路や、市街地開発

等により改変された道が多いが、点在する文

化財や残された道を連携・演出し、その存在

を知らしめ、現代・過去の道の比較を通して、

自らの存在の再考の場としたい。

○ 指定

新たな指定はなし

○ 整備内容

① 拠点対象・結節点等の方向、学習、誘導、説明サイン

博物館・資料館への誘導や新旧道路の結節,点に学習・誘導等のサイ

ンを設け、拠点活用 。道の比較学習に供する。

② 歴史の道ルート・改変部学習サイン

特に多い結節点等 (新旧道路や資料館、鵜戸街道等との辻)につい

て、ルー ト方向サインや学習サインを設ける。

③ 関連文化財の保全

関連文化財が歴史の道から孤立し、近づくこともままならないとこ

ろについて、進入する道路部の整備を行う。

イ)その他文化財 (分類 :市街地 口町場、場所 S-1 佐土原大手門前 )
○ テーマ基本方針

「学習拠点を繋いで、改変された道等に思いを馳せる」

・資料館、博物館等の学習拠点を活用し、イベント等の動機付け。ガイ ド

の育成

○ 指定

なし

○ 整備内容

③ 関連文化財の保全

関連文化財が歴史の道から孤立し、近づくこともままならないとこ



ろについて、進入する道路部の整備を行う。

また資料館等と歴史の道との連携したイベント

継続が重要である。

。学習会等の開催・

場所 :M-3 d)勢 田峠 e)椿山
分類 :山地 日自然地

ア)歴史の道

○ テーマ基本方針

「歴史の道の往時を感じる峠のステージ」

・勢田峠から椿山は交通遺跡・眺望点 。水場

が点在し、歴史の道の保全度も高い。これ

らを道の小拠点として、全体性と史実に基

づいた「往時を感じる峠のステージ」イメ

ージ演出し、有機的に繋げて活用整備する。

O指定
勢田峠の国指定

○ 整備内容

① 崩落部等の盛土補

文化財破壊の恐れがあり、通行困難な道の崩落部について、周りの

環境に配慮し自然素材 (土舗装・独卜土石積等)による路面 。法面盛上

等補修を行う。

② りF水施設

雨水等により歩行・通行困難な表層侵食部分について、景観を損ね

ない配慮を持って排水施設 (側溝や地下暗渠排水等)を設ける。

イ)その他文化財

○ テーマ基本方針

「道の勾配や景色変化、水場等を楽しむ」

○ 指定

双石山 (国 )

○ 整備内容

③ 文化財位置。学習サイン

歴史の道から見通すことが出来ない文化財や、水場などの魅力の場ヘ

の誘導・学習サインを設ける。また学習会イベント等による誘客への掲

示更新可能なデザインのサインとする。

‐

―

i守

■1報
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宮崎市
M…1-a 蓮ヶ池資料館周辺
整備テーマ :拠点活用と現代 B過去の道の比較

①拠点対象 。結節点等の方向、誘導サイン
②歴史の道ルートサイン
③関連文化財の保全

整備位置図
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宮崎市
M…1-b 神宮周辺
整備テーマ :拠点活用と現代 E過去の道の比較

①拠点対象・結節点等の方向、学習、誘導サイン

②歴史の道ルートサイン
③関連文化財の保全

整備位置図
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宮崎市
M-1-o 橘橋周辺
整備テーマ :拠点活用と現代・過去の道の比較

①挺点対象への誘導サイン
②歴史の道ルートサイン
③関連文化財の保全

整備位置図
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宮崎市
M-1-c 橘橋周辺
整備,―マ :拠点活用と現代 E過去の道の比較

①結節点の方向、学習サイン

②改変部の説明サイン

整備位置図
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①拠点対象への結節
点等の方向、学習
サイン
②歴史の道ルー トサ
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点整備
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宮崎市
M-1-c 稿橋周辺
整備テーマ :拠点活用と現代 a過去の道の比較

①結節点の方向、学習サイン
②改変部の学習サイン

整備位置図

ざギ串ギ嵐
=
II螢

〒i二員 出ド!|=

上

ｒ
＝
‥
」

建

山
洋 ■

“

ぃ
う
■
お

Ｌ
噂
Ｌ

①結節点の方向、学習
サイン

・学習サイン1基
・方向サイン2基②改変部の説明サイン

・学習サイン1基
・方向サイン2基

500m



宮崎市
M…3-e 椿山
整備テーマ :歴史の道の往時を感じる峠のステージ

①崩落部等の盛土補修
②排水施設
③文化財位置 。学習サイン

整備位置図

ー

歴史の道ルー ト

け
。

今

◆

い
０

整備ゾーン

〇 整備位置



(3)清武町

場所 :K-l a)加納周辺
分類 :市街地 日町場

ア)歴史の道

○ テーマ基本方針

「拠点活用と急激な改変の今後を問う」

イ)その他文化財  (長屋門、オンソジの井泉)

○ テーマ基本方針

「歴史の道に魅力付け」

。現在は、歴史の道から切り離されている水場や

雰囲気を持った施設について、全体の雰囲気

(水場の緑や木陰、水路、延段アプローチなど)

に配慮した修景を行う。

○ 指定

なし

○ 整備内容

③ 関連文化財の保全

長屋門、井泉にアプローチ整備等修景整備、

○

○

。本地区の歴史の道の街なみ (加納 。中野等)

は、住宅団地、農地等の開発の進み、建物・

道とも改変されている。急激な改変の中で、

特に改変部のサインを整備することで、今後

を再考するとともに、沿道の小中学校やボラ

ン>ィ アと連携 した学習イベントやカリキ

ュラムの仕組み・組織を構築する。

・また改変により文化財が発見されたときは、

かに開発者に進言できる体制が重要である。

指定

新たな指定はなし

整備内容

① 結節点等の方向 。学習サイン

上記の組織とともに速や

辻や結節点等に道の方向や道の謂れを記した学習サインを設置。

② 改変部の学習サイン

改変部の辻や結節点に消滅した道・文化財の学習サインを設置。

68
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場所 :K-2 b)中野及び上使の渡し付近
分類 :農地 口自然地

ア)歴史の道

○ テーマ基本方針

「資料館と里の風景を味わう」

・周辺は河デ||の広がりや商家街のなごりな

ど旧街道のイメージを持ち、江戸時代以

前の遺跡が集中している。これらを歴史

景観に配慮した修景や電柱等の街具デザ

インを行う。

。また資料館を学習の核とし、文化財と関

連づけた情報提供やイベントの中心の場と

指定

なし

整備内容

① 学習サイン

② 関連文化財の保全

③ 歴史の道ルートサイン

して活用する。

イ)その他文化財 中野周辺
(安井息軒旧宅、中野の清武地頭所跡、きよたけ歴史館等)

○ テーマ基本方針

「資料館を学習の核とし、文化財と関連づけた整備」

○ 指定

安井息軒旧宅 (国 )

○ 整備内容

。同左 (誘導サイン)

・資料館での交流イベントや「歩こう会」に

よる起終点機能充実

場所 :K-3 c)勢 田峠
分類 :山地 日自然地

ア)歴史の道

○ テーマ基本方針

「歴史の道の往時を感じる峠のステージ」

。勢田峠は、保全度高く、適度な道路勾配と
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豊かな山林に抱かれた空間を活かし最小限の整備にて、安全な利用しや

すい道とする。

・補修等は、危険な箇所に限定し、極力周辺景観を損ねない控えめな整備

(自然素材を主として違和感の無いもの)とする。

○ 指定

勢田峠の目指定

○ 整備内容

① 崩落部等の盛土補修

通行危険箇所に限定した控えめな補修とする。

② 〕,水施設

侵食防止程度の排水 。暗渠排水を設ける。

③ 文化財位置 。学習サイン

道の謂れや文化財位置を示した学習サインを設ける。
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清武町
K…1-a 加納周辺
整備テーマ :拠点活用と急激な改変の今後を問う

①結節点等の方向、学習サイン
②改変部の学習サイン
③関連文化財の保全

整備位置図
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清武町 E宮崎市
k-3-c・ M-3-d 勢田峠
整備テーマ :歴史の道の住時を感じる峠のステージ

①崩落部等の盛土補修
②排水施設
③文化野位置 。学習サイン

整備位置図
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(4)北郷町

場所 :G-2a)立 野の渡し、 b)大藤の渡し
分類 :農地・自然地

ア)歴史の道

○ テーマ基本方針

「渡しと郷 (さ と)の広がりに想いを馳せる」
・広渡川沿いの農地部の歴史の道は、県道等に代

替改変されている。また高速道路インターチ

ェンジも近接に計画されており、歴史の道イ

メージヘの影響が,い配される。

このような中現在の景観は、広渡川を中心に

平坦部が続き、適度な里の景観の広がりとまと

まりを持っている。基本方針今後の関連開発計画や林業関係者との調整

を図り、これらの景観保育整備と改変部の往時を想い馳せる仕組みを主

景観として効果的に演出する。

○ 整備内容

① 学習サイン

渡しの両岸辻部分に、渡しの謂れや規模等を記した学習サインを設

ける。

② 関連文化財の保全

渡しの史実を詳細調査し、着き場の復元や当時のルートをイメージ

出来る道標・杭の跡等を整備する。

③ 歴史の道ルートサイン

歴史の道の全線ルー トと本渡しの位置関係を示したもの及び、ルー

トの方向サインを設ける。

場所 :G-3 c)山仮屋周辺 d)花立周辺
分類 :山地・自然地

ア)歴史の道

○ テーマ基本方針

「今生の別れにひたり時空に問いかける関所」

・花立から山仮屋部分は、保全度が最も高く、眺望

点や適度な勾配と江戸以前の交通遺跡も点在し

ている。

○ 指定

歴史の道として、国指定を受ける。

○ 整備内容

① 崩落部等の盛土補修
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② つ隊 施設

③ 文化財位置・学習サイン

④ 駐車場・体憩施設

イ)その他文化財

○ テーマ基本方針

関所や巨木の魅力を引き出し、連携整備する。

良好な視点場を活かす。

○ 指定

山仮屋の関所跡 (町指定から目指定への保存水準の強化)

○ 整備内容

。同左 (誘導サイン)

・視点場の刈払い

。学習会イベント等による誘客
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北郷町
G-3-d 花立周辺
整備テーマ :今生の別れにひたり時空に問いかける関所

①崩落部等の盛土補修
②排水施設
③文化財位置。学習サイン
④駐車場・休憩施設 工ヽ
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北郷町
G…3-d 花立周辺
整備テーマ :今生の別れにひたり時空に問いかける関所

①崩落都等の盛土補修
②排水施設
③文化財位置 。学習サイン
④駐車場 。休憩施設
⑤杉林伐採予定部の早期交渉

整備位置図
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北郷町
G-2-a 立野の渡し
整備テーマ :渡 しと里の広がりに想いを馳せる

①学習サイン
②関連文化財の保全
③歴史の道ルートサイン
・番所跡や謂れを織り込んだ展示

整備位置図
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(5)日南市

場所 :N-l a)鉄肥城大手門前
分類 :市街地 日町場

ア)歴史の道

○ テーマ基本方針

「歴史の道の出発拠点の活用と往時の街場を問う」

・伝建群の街並みや飲肥城周辺の修景により

統一景観を醸している。

基本方針は、よリー層の修景統一と連携整

備を行う。

指定

歴史の道の国指定

整備内容

① 石畳舗装

大手門から駐車場までの区間を史実に基づき、かつ交通に支障のな

い石畳舗装を施す。

② 城趾 。結節点等の方向・学習サイン

③ 関連文化財の保全

イ)その他文化財

○ テーマ基本方針

「歴史の道と核施設により多くの魅力ある文化財をアピールする」

○ 指定

鉄肥城跡・伊東邸・振徳堂 (市)等

○ 整備内容

・同左の誘導サイン

・歴史の道と連携した学習会等の開催・継続

場所 :N-3 b)飛ケ峰周辺
分類 :山地 日自然地

ア)歴史の道

○ テーマ基本方針

「歴史の道の最初の惜別と里山を感じる岐路」

・下町から飛峰の山地部には、鵜戸街道の結

節ッ点があり、遺跡も近接している。

鉄肥城主が旅立ち、最初の惜別を感じた

であろう道と里山のイメージを控えめな整

81



備により演出する.。

O指定
歴史の道の目指定

O整備内容
① 結節点等の方向。学習

―
サイン

② 改変部の説切サイン

イ)その他文化財 (分類 :山地 H自然地)

Oテーマ基本方針
町場と里地の変化や街道の分岐を効果的に演出する。

O指定
中ノ尾供養碑 (国)

O整備内容
③ 関連文化財の保全
。同左 (誘導サイン)

・視点場の刈払い

。学習会イベント等による誘客
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日南市
N-3-b 飛ケ峯周辺
整備テーマ :歴史の道の最初の惜別と里山を感じる岐路

①結節点等の方向、学習サイン

②改変部の説明サイン
③関連文化財の保全
・各所の道の変遷を比較できるような視点場の

見通し確保を含む

整備位置図
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日南市
N…1-a 鉄肥城大手門前
整備テーマ :歴史の道の出発拠点の活用と往時の町場
を問う

①石畳舗装
②城趾 。結節点等の方向、学習サイン
③関連文化財の保全

整備位置図
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3,3段 階的整備計画

歴史の道の整備活用を進めるにあたり、まず何より基本テーマに重視している

「史実 (本物)に基づく、持続可能な協働 (問いかけ・啓発)の仕組み」が重要

である。

その実現のためには、無理をしない着実な段階的整備計画 (プロセスプラン

ニング)が必要であり、以下に示す段階が時限の中で相関しつつ、柔軟かつ確

実に進めていくことが必須である。

第一段階 的確な整備ゾーン選定

県・市町を核に本計画からル ークダウンした的確な整備活用ゾー

ンを設定し、事業計画 (準備・調査策定 。施工・維持改善)を組み

立て予算措置を講じる。

「鉄肥・佐土原歴史の道」の中でも危機的状況にある交通遺跡及び

周辺資産 (景観等含む)の早期の保護対策最優先や、時代に伴って

多様に形を変えながらも共存する部分の熟成的整備の段階も把握

する必要がある。

学習サイン・ガイ ドマップ等は、各市町の協力・連携協働の下、短

期 (概ね 1～ 3年間)間の整備が可能であり、効果も高いと思われ

る。

市民の機運の高まり

活用整備計画では、市民の機運が最重要・不可欠となる。計画初期

段階から、動機付けのさきがけとなる交流 (イベント・ボランティ

ア育成支援・連絡窓日など)が重要であり、これらが整備活用計画

と並行する必要がある。

上記の形成・成熟を待って、これらをさらに周知徹底し、その効果

を確認・発信 (社会に知らしめる)こ とでその仕組みを維持・改善

していくことが重要である。

実施整備、段階整備計画

上記を踏まえて、史実に基づいた歴史的文化価値の発掘、保護が必

要なゾーンについては調査・整備を経て文化財指定申請までの目標

を中期 (概ね 5～10年間)に設定するものも考えられる。

整備拠点の整備活用実現に向けては、保存整備の内容が総合的で

多岐にわたることや、関連整備の調整等を必要とすることなどから、

具体的実現に向けては、短期的に取り組むものと長期的に取り組む

もの、あるいはその中間的な機関をかけるものの 3段階に区分する

ものとする。

第二段階

第二段階



これら3区分の達成目標期間は、短期 (概ね初年～ 3年間に達成)、

中期 (概ね 5～ 10年間に達成)、 長期 (10年時以降、将来的に

達成)とする。

以下に段階的整備活用計画案 (工程-1)を示す。
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歴史の道段階的整備活用計画 (案)スケジユール  (工程-1)

①調査 。準備

・史実、測量調査

各種事前調査

復元整備・修景整備の検討

②活用管理施設の整備

②-1標識、道標、説明板の整備

②-2休憩、展望スポットの整備

展望可能なポイント、ポケット

広場的休憩可能地にベンチ等の

整備

②-3駐車場等便益施設の整備

隣接する県道・林道付近に駐車

場、便所等便益施設の整備

③道等各種機能の整備・充実

⑥-1保護
ア)花立等の切通し、線形の保存

イ)道の崩壊都補修 (石垣。つF水等)、

交通関連遺跡の保存

③-2誘導・案内

ア)ア クセス道等の周辺の間道 (迂

回路)を活用した周遊コースの整

備・活用

イ)可能な限リアクセス出来るとこ

ろからの代替道路、代替展示の設

定

③-3交流
ア)謂れの歩こう会等イベ ントの

開催

イ)周辺のガイ ドボランティアの

育成支援、連絡窓日の整備 (地

域住民と一体となった活用)

③-4景観形成

ア)水路等土木構造物の修景 (例 :

法面保護・緑化等)

イ)鉄肥城大手門前等の路面の修景

(幅員と石畳等整備の要検討)
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歴史の道段階的整備活用計画 (案)(工程 -1)ス ケジュールの解説

① 調査・準備

関連市町の整備活用経緯(P39～40)と歴史の道の新たな整備活用のために「保全

を第一とした活用整備」が重要である。

そのためには、整備活用計画の根拠となる「史実の調査 。明確化」「歴史の道の

現地測量調査」など各種事前調査が肝要であり、危機的状況にある交通遺跡及び周

辺資産 (景観等含む)の 日配り。早期発見や防災保護対策の対処、開発等の地域動

向の読み取りが重要である。

さらにその調査段階で「先行整備効果の高い施設 (学習サイン等)の効果的配置

計画」等についても、計画当初より検討する必要がある。

また史実に基づいた歴史的文化価値の発掘、保護が必要なブーンについては、調

査 。整備を経て文化財指定までの期間 (5～ 10年間以上)を要するものも考えられ

るため、その復元整備・修景整備の検討は、整備のフィー ドバック (整備状況をチ

ェックしその効果改善計画をたてるなど)を含めた予定期間を見越して計画・準備

が必要となる。

② 活用管理施設の整備

②-1標 識、道標、説明板の整備
標識、道標、説明版等のサインは、上述した「サイ

ン等の効果的配置計画」を踏まえ、関係市町の協働に

よる早期整備により、少額投資であっても、本計画の

テーマである「問いかけ。学習」活用効果に期待でき

る。

②-2休 憩、展望スポットの整備
休憩機能を持たせるため「ポケット広場的休憩可能

地」にベンチ等の整備を行う。

整備にあたっては「江戸時代に想いを馳せる場」な

ど演出効果の高いところや、見晴らしのよい展望可能

なポイントな「歩行空間の節目となり、リズムを作 り出す」効果を引き出す。

②-3駐 車場等便益施設の整備
利用者の利便に供するため、隣接する県道 。林道付近に駐車場、便所等便益施設

を整備する。

整備は、歩行弱者に配慮し文化財ヘショー トカット連絡できる至近位置に設置す

るが、車椅子利用者等の街道移動が困難な場合は、文化財情報を盛り込んだサイン

等で情報提供による代替配慮する。
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③ 道等各種機能の整備・充実

③-1保 護
ア)花立等の切通し、線形の保存

特に山林伐採や法面部崩壊、開発による路線改変

の恐れのあるところは、先行整備・買収等の緊急措

置を講じる。

イ)道の崩壊部補修 (石垣・排水等)、 交通関連遺跡の保存

歴史の道通行に際し、現在崩壊していることで通行困難な部分や排水不良、交

通遺跡本体周辺の崩落部分の補修・保存整備を行う。

③-2誘 導 。案内
ア)アクセス道等の周辺の間道 (迂回路)を活用した周遊コースの整備・活用

歴史の道ルー トヘ近づき、効果的に巡るために、周辺の魅力施設と迂回路を繋

げた「周遊コース」を設定し、効率的な整備活用に

期待する。

イ)可能な限リアクセス出来るところからの

代替道路・代替展示の設定

歴史の道は、全線通行可能 。文化財展示する

のが最終目的であるが、全線完全整備に至る

までの間は、「可能な限り現在の道路を利用

してアクセス出来る代替道路」や「学習サイン

・模型等による代替展示」を調整する。

③-3交 流
ア)謂れの歩こう会等イベントの開催

歴史の道に興味を持たせるような動機付けとな

る「歩こう会」を企画・定例化し、その会に組み

込まれた「問いかけ」行動から啓発を目指す。

イ)周辺のガイ ドボランティアの育成支援、連絡窓

日の整備 (地域住民と一体となった活用)

上記歩こう会等の企画に際し、これらの活動の

核となる「ガイ ドボランティア」等を育成支援し、

きる連絡窓口を設ける。

周辺住民の協働により持続で

○文化財を含む空間例
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③-4景観形成
ア)水路等土木構造物の修景 (例 :法面保護・緑化等)

①から③までの整備活用項目と連携して、比較的整備費用のかかる土木構造物

の修景整備を行 う。事前に文化財周辺

景観に配慮された構造物はもとより、

コンクリー ト剥き出しの無機質な土

木構造物等を立体緑化修景や 目隠し

的植栽を施すことにより、全体の文化

財イメージを醸し出す。

イ)鉄肥城大手門前等の路面の修景 (幅

員と石畳等整備の要検討)

歴史の道の路面 (表面)を整備する

ためには、見かけの文化財らしさをねらった整備ではなく、史実に基づき幅員・

路面素材 (石舗装など)を調査検討し、現在の利便性に配慮した上で、路面修景

をおこなう。
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3.4整 備内容の概略

以下に示す整備内容の概略は、P54の整備位置図に示される整備内容を整理したもの
である。
主要施設において、整備する内容をわかりやすくする為に数量的に取りまとめている。

が望まれる整備内容の概略一覧表]

*)詳細は、実施計画 。実施設計時により検討する。(整備デザインは、周辺環境 。景観
を損ねない本県独自のデザインとし、耐候性 。情報更新が可能なものとする)

*)活用整備は、前項「歴史の道段階的整備活用計画 (案)スケジュール (工程-1)」

に整合させて進める。

鉄肥・佐土原歴史の道における保存整備が望まれる整備内容の概略一覧

区間
(記号は P53参照)

地区名
(整備拠
点名 )

市町名 距離

効果整備を図る主要施設

学
習
サ
イ
ン

方
向
サ
イ
ン

説
明
サ
イ
ン

駐
車
場

。

視
点
場
整
備

（２ｍ
）

盛
土
補
修

（２ｍ
）

進
入
路

（
聾

そ
の
他

既
存
駐
車
場
あ
り

S-1
佐土原城大手門前

任 i1/7h叛歴 民

資料館
佐土原町 1,Okm

S-2
佐土原城大手門前

低主 1/Fh叛歴買
資料館

佐土原町 2.Okm ○ ○

M― ■― a
蓮ヶ池資料館周辺

運 ケ胆 貧 料 購
宮 崎 市 1.5kⅢ ○

M-1-b
神宮周辺

県将物郊
宮 崎 市 2.5km ○

M-1-c
橘橋周辺

県庁
宮 崎 市 3.Okm 2

K-1
加納周辺

本 ンソジの井
臭

清 武 町 1.Okm

K― Z
中野及び上使橋渡
し付近

き よ た げ歴 叉

館 清 武 町 3.OkⅢ ○

lVL-3-e
椿山

椿 山森林公 園
宮 崎 市 2.Okm 1 ○

M-3-d
K-3-d
勢 田峠

勢田峠 巾
町
崎
武
日
清 2.5km

刀
仕 I ○

じ ― Z― a
立野の渡し

立 野
北 郷 町 1.5km 1

じ -2-D
大藤の渡し

大 藤
北 郷 町 1 0km 1 ○

嚇-3-C
山仮屋周辺

山仮屋
北 郷 町 2,Okm 2000 I

じ -3-d
花立周辺

花 豆
北 郷 町 5.5km ○

N一 l一 a
鋲肥城大手門前

鉄肥城
日 南 市 1.Okm 1 1 ○

凶 -3-D
飛ケ峯周辺

飛ケ峯
日 南 市 1.Okm ○
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4 実現方策

4.1整備活用の方策
「飲肥 。佐土原歴史の道」は全長 60kmに わたり、往時の面影を残す貴重な箇
所や、大きく改変された区間、現在では使われなくなった道、消滅した場所等様々

であるが、官民協働の整備活用の仕組み再構築によってその存在が顕在化し、私た

ちが実際に道に立って問いかけることが「未来に受け継がれる歴史の道」のあるべ

き姿であると考える。

これまで一部の文化財のように凍結展示や鑑賞のみするものから、いのちある野

外博物館として「道」を意識して歩き 。触れることが歴史の道活用の第一歩である

といえる。それは先人の歴史文化を歩くことによって共感し、本物の交通遺跡等を

通じて、レクリエーション効果や自分を再発見すること、また地域固有の自然 。文

化などに触れ、新たな道というステージから問いかける場である。

これらのように鉄肥・佐土原歴史の道の多様な活用を促進・実践するためには、

ハード整備の前提として、市民との早期の合意の下、管理・運営活用の手法、体制

の整備など、ソフト面からの継続的な取り組みが重要である。

以下に整備関係者それぞれの立場からの活用の方策について、今後の望まれる姿

を示す。

4.2地 域住民の関わり
地域の人々にとって「歴史の道」が共通の拠り所となり、日常的に歴史の道に向

き合い、本音で関わり活用することで、地域に対する愛着や理解を深めることにな

ると思われる。地域住民の関わり方・活用法としては①生涯学習や環境学習などの

活用、②レクリエーション等利用保健効果、③日常利用 (散策・休憩等)、 ④地域

交流活動などが考えられる。またボランティアガイドなどの活動、地域活動として

の清掃などの維持管理や、定期的な催しの企画 。運営参加といった、沿道住民とし

ての能動的取り組みが肝要である。

4.2.1生 涯学習
歴史の道を通して地域への愛着が深まり、しいては地域づくりへの積極的参加ヘ

とつながる機会づくりが求められる。

活用例

①歴史講座や鉄肥・佐土原歴史の道に関する体験。文化財セミナー、歩こう会等の

催し等の定例開催

②遺構調査などを目的とした文化財指導員、ボランティアの養成
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4.2.2環 境教育
次世代の文化の担い手として郷土史・文化学習や「総合的な学習の時間」におけ

る教材や学外レクリエーション活動としての活用が望まれる。

活用例

①ガイドマップ、リーフレット・野外体験学習プログラムの作成

②情報発信 (ホームページ、ポスター、パンフレットづくり)活動での活用

③年齢に応じた学習メニューの作成

④指導者を対象とした郷土史講習会

⑤学内外の学習の場へのボランティア・学芸員派遣や、講師データーベース整備

⑥子供ボランティア、歩行ラリー、遠足、自由研究などの活動の場としての活用

4.2.3レクリエーション
遺構や文化にふれるだけでなく、眺望や休憩など、日常的なレクリエーションの

場としての機会づくりに期待できる。

活用例

①モデルルート (観光・健康など目的別等)の設定

②巨樹や文化財の魅カマップ。パンフレット等の作成

③鉄肥・佐土原歴史の道イベント、季節のミニコミ誌、ホームページ掲示板紹介

4.2.4催 しB交流
催し等を通じた、地域住民や来訪者との交流により、歴史の道が認知され、関わ

る人たちが増えることで、一層の保全活用が期待される。

活用例

①地元組織、地場産業等との協働によるイベント

②地域独自の景観・料理等の発掘

③イベント時に地元のアーチストや郷土芸能のパフォーマンスによる文化交流

4.2.5管 理・運営等活動
交流活動における歴史の道メンテナンスの仕組みや、企画・運営など地域で育て

る組織により関わりを能動的 。持続的行うこと重要である。

活用例

①地域住民主導・参画による運営・管理活動、人材育成

②地区ごとの管理・運営団体の仕組みとその連携
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4. 3来 訪 者
地域活性化カギとして、すこしでもより多くの来訪者が飲肥・佐土原歴史の道を

歩き。触れ機会、訪れることが大切である。そのためには、都市部の人たちを「文

化・環境・農村・里山」等の “鉄肥 。佐土原歴史の道"の魅力を盛りこんだ誘客の

仕組みにより、周辺文化財や観光資産とを結びつけた体制づくり等が必要である。

活用例

①全県や九州内での広域及関連ルートの協働イベント設定 (目的別・時間別)

②情報の受発信 (ホームページ、歴史資料館、交通拠点等関連施設)

③各種サイン整備と連動したパンフレットやガイド等、来訪者のニーズ対応

④飲肥 `佐土原歴史の道における関連観光情報の提供、郷土地場産品開発

⑤「鉄肥・佐土原歴史の道」愛好会 (仮称)組織化、案内等

4.4情 報発信
「鉄肥・佐土原歴史の道」の利活用を図るためには、まず飲肥・佐土原歴史の道に

ついて地域住民はもとより広く人々に認知してもらうことが、訪れるきっかけをつく

ることになる。そのため行政と民間 (各種団体・企業等)の連携による「飲肥・佐土

原歴史の道」の様々な利活用方法の提供や地域の文化の内外への発信など、様々な情

報発信が望まれる。

4.5行 政と民間のパートナーシップ
歴史の道を舞台として、道及び周辺の整備・活用の前提は、行政はもとより、地域

住民主導となることが望ましい。行政と民間がそれぞれの役割を認識し、パートナー

シップを形成することが大切である。

○情報発信

手

段

①情報発信施設 (機能)の整備・連携

②パンフレット、ガイドマップ、ガイドブック等の作成・配布

③広報誌への掲載

④新聞、テレビ、ファックス、電話サービスなどによる情報提供

⑤シンポジウム、講演会、研修、学習会等の開催

⑥自治体や民間による鉄肥・佐土原歴史の道に関するホームページ開設とリンク

⑦ビデオの作成・貸し出し。公開 (図書館、資料館、博物館、小。中・高校等)

発

信

基

地

①・既設または整備予定の歴史資料館、図書館、博物館等

②鉄道駅、道の駅、観光施設、バスターミナル、観光案内所等

③地域住民・ボランティア・企業等からなる歴史の道整備・活用に関連組織
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鋲肥 9佐土原歴史の道

■ 行政 (国・県・市町)

(行政の役割)

○住民合意の上で計画立案と計画

の実現に向けての基盤的整備

○制度的な枠組の整備

○情報発信と活動の機会づくり。

支援

○地域連携のための主体的取り組

み

■地域住民・ボランティア・民間企業等 (民間)

(民間の役割、民間だからできるもの)

○共有財産としての鉄肥・佐土原歴史の道を通

しての、自発的、積極的な地域づくり (社会

活動、文化活動)への参加
・地域文化の保存継承者としての取り組み

。飲肥 。佐土原歴史の道を自らが利活用する

とともに、社会活動、文化活動等を通じて

の、来訪者へのきめ細かいサービスの提供

・飲肥・佐土原歴史の道を通しての地域づく

り。地域おこしのための多様な参加主体の

形成 (住民組織、ボランティア、事業者等 )

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
形
成

地域の歴史 。文化を活かした地域づくりと

鉄肥・佐土原歴史の道によって問いかけ連携する地域

4.5.1行 政の役割と取り組み
(1)基盤的整備
・飲肥・佐土原歴史の道の保存 。活用のために各種施設等整備 (道や交通遺跡等

の整備、活用管理施設の整備)

。その他公共事業における鉄肥・佐土原歴史の道の活用 (景観保全 。修景やネッ

トワーク化への配慮や先導的取り組み)

(2)制度的な枠組みの整備

・飲肥・佐土原歴史の道沿道一帯や周辺文化財の保存や、地域の文化の保存継承

のための法令等 (文化財指定や歴史的景観の保全条例等)による措置

・保存や活用に向けての助成、支援

。保存や活用に向けての啓発

(3)情報発信と活動の機会づくり、支援

・鉄肥・佐土原歴史の道の整備 。活用や、歴史 。文化を活かした地域づくりのた

めの情報提供

。文化活動や社会活動 (生涯学習、ボランティア活動等)の機会づくりと活用支

援

。鉄肥・佐土原歴史の道の整備・活用に取り組む組織の育成支援、活動支援と活

用



(4)地域連携のための主体的取り組み
。鉄肥・佐土原歴史の道を介した地域連携のための地域住民や活動組織等の交流

の機会づくり

4.5.2民 間の役割と取り組み
(1)地域文化の保存継承者としての取り組み

・歴史の道や周辺文化財の保存活動等への参加や、歴史の道と一体となった歴史

的・文化的景観や自然景観の保全 。修景への配慮や取り組み
。生涯学習等を通しての鉄肥 。佐土原歴史の道や地域の歴史 。文化の理解と継承

(2)鉄肥 。佐土原歴史の道の利用者かつ来訪者受け入れ側としての役割
。地域に根ざした産業活動による文化の担い手としての地場産業や商店街、観光

の活性化

・歴史を活かした地域づくりに連動する産業振興
。ボランティア活動等による来訪者へのきめ細かいサービスの提供

(3)地域づくり。地域興しのための組織化等

・地域づくりのための飲肥 。佐土原歴史の道の整備・活用に関する自主的活動や

団体の組織化

4.5.3行 政と民間共同での取り組み
(1)地域の歴史を活かした地域づくり
。歴史的資産を活かした地域づくり

。歴史体験の場づくりやソフト事業の展開による地域活性化

(2)相互の情報交換

・地域づくりにおけるワークショップの導入などによる相互の役割の認識と活動

の相互援助

・歴史の道保存回答の組織化による活用の企画

4.5.4行 政間の連携と役割
(1)行政間の連携

歴史の道の整備と活用は、歴史の道を軸として点的、線的なものから、面的な

事業に発展する可能性を有しており、歴史の道の整備・活用を地域づくりの一環

として捉えた場合、県及び各市町村の行政間の総合協力や連携が重要となり、ま

た文化財行政の枠を越えた行政間の連携が重要となる。この場合、県が総括的な

調整を行い、各市町村との連携を図っていく必要がある。

(2)県の役割

宮崎県は、歴史の道の整備・活用に関する総合的な施策を講じ、市町間を介し

た連携を支援するための情報の集約、提供など、広域的観点からの連携支援を行

うものとする。また市町や地域住民等に対して、歴史の道の整備・活用のための



基本的方向性を示し、意識の啓発や自主的な取り組みを支援するための措置を積

極的に講じるものとする。

(3)市町の役割

市町は、県の講じる施策への協力を図りながら地域の歴史の道及び沿道の文化

財等諸資源の特性と実情に応じた歴史の道の整備・活用のための施策を策定し、

実施する。特に市町は地域に密着した公共団体としてそれぞれの地域の自然条件、

社会条件あるいは経済事情等を配慮しながら地域住民等の合意形成や活動に支

援を行うものとする。

4.6事 業手法の検討
ここでは、各省庁において行われている文化財を活かした地域づくりに関する事業

を取り上げた。これら各種事業を有効に活用して、各市町村が鉄肥・佐土原歴史の道

の整備・活用に向けて積極的に取り組むことが望まれる。

《文化財としての価値を有する「道」及びその沿道に残る交通遺跡の整備》

歴史の道整備活用推進事業<文化庁文化財部記念物課>1996年度創設

(概要)古道・運河等とそれに沿う地域の残されている歴史的遺産を、周辺環境を

含めて総合的・体系的に調査し、活用・機能させるための計画を策定し保

存整備を図る事業への補助。

(要件)①総合計画事業 :原則として江戸時代以前の道及び関連遺跡の調査、歴史

の道を軸とした整備 。活用計画の策定等、②整備事業 :道の補修、石畳、

雁木等の構造の復元整備及び調査、本陣、茶屋等関連遺跡の復元整備、情

報発信施設等の建設整備、休憩施設等の整備。

(内容)調査経費、計画策定経費、普及事業経費、報告書作成経費、建設設備工事

経費、防災施設工事経費等に対し 1/2の補助を行う。

“歩き。み・ふれる歴史の道"事業 (文化財部記念物課)1993年創設

(概要)全国各地に残る古道を歩き、周辺の史跡等文化財に触れる事業への後援。

《歴史的・文化的価値を有する地区の歴史的幹線道の整備》

歴史国道整備事業 (国土交通省道路局国道課)1995年創設

(概要)歴史的 。文化的価値を有する道路及びその沿道の施設等の整備、保存、顕

彰及び活用を促進し、もって個性と魅力ある地域づくりを支援する。

(要件)古来より広域的な幹線道路として利用され、結果、道路又は町並み・史跡

等に歴史的・文化的な価値を有する地区。

(内容)道路管理者は、沿道市町村等と整備の推進協議会を設置し整備方針を策定

する。選定後推進委員会は整備計画を策定し、国土交通省は、道路事業を

重点的に実施し、対象地区の整備を行う。
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《歴史の道と周辺文化財等を結ぶ歩行者道等の整備》

ウォーキング・ トレイル事業 (国土交通省道路局地方道・環境課)1996年度創設

(概要)国民の歩くニーズに応え、歩くことを通じた健康、福祉活動を支援し、魅

力ある地域づくりを図るため、質の高い歩行者空間を形成する。

(要件)<計画の策定>1.ネ ットワーク計画 (既存の観光施設等を連絡し、公園
や河川敷等を利用し自動車交通と分離し、アクセスしやすいもの)、 2.施設

整備計画、3.活用計画<対象事業>1.歩行者専用道、歩道、歩者共存道、
2.休憩施設、3.案内標識等<補助率>1/2

その他関連事業を以下に列記する。

《沿道等の休憩施設・サイン等》

・道の駅整備事業 (国土交通省 :1993年度創設)

・長距離自然歩道等利用拠点整備事業 。長距離自然歩道再整備事業 (環境省 自然環

境局自然環境整備課)

《指定文化財の保存整備・活用に必要な施設整備等》

。史跡等購入事業・史跡等保存整備 (文化庁文化財部一般)

《街並みの保存整備、歴史・文化などの個性を活かしたまちづくり等》

・重要伝統的建造物群保存地区保存事業 (文化庁文化財部 :1979年度創設)

・まちづくり総合支援事業

(国土交通省都市・地域整備局まちづくり推進課 :2000年創設 )
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5 今後の整備に伴う課題の検討

これまでの内容を総括して、今後歴史の道の整備活用を進めるにあたり、解決

しておくべき課題について、以下に列記する。

(1)実施における段階整備計画

本整備活用計画は、確実に段階的に実行される事が重要であり、一刻を

争う危機にある遺構保全のためにも、実施段階において、時限の中で「必

ず実行出来るフロー」と関係担当者・学識者等の熱意・継続の連携的仕組

みが必須である。

(2)関連街道との整合 。連携

整備にあたっては、特に自治体等の枠を超えた考え方や整備手順がポイ

ントとなり、特に本歴史の道に関わる他の街道 (薩摩街道や豊後街道など)

との史実等の整合に向けた関係機関の連携が重要となる。

(3)市民の機運・啓発

活用成功のカギは「市民の機運 。啓発」であり、その仕組みが熟成する

ために時間を要する。従って、その仕組みの構築に向けて、ハード整備以

上に早期の着手 。準備・継続が必要となる。

(4)フィールドミュージアムの使命とリーダーシップ

歴史の道という「フィールドミュージアム」の使命は、研究 (保全・資

料保存・調査研究 。学芸員の環境自覚等)と教育 (基礎学習・研究参画・

開発者への進言 。後進育成等)であり、その実践のためには、絶えずその

仕組みや利用者のマーケティングをモニター改善する「強力な行動力を持

ったリーダー」とその「実行に参画する人達」が必須である。そしてその

グループも、10年を節目に見直し。再生が必要であり、時代の要請に即

応した「柔らかいミュージアム」であることが重要である。

文化財は、先人からの「かけがえのないメッセージ」であり、その貴重な英

知をより確立させ、後世に緊いでいく事が私達の使命であると考える。

本報告書が、多くの方々の「問いかけの契機」となり、整備や啓発の原動力

となることを願ってやまない。
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O参 考文献
以下に、鉄肥街道関係参考文献・資料を示す。

年代 資料名 種 類 困 谷

承胚年間 1652 印《】巴羽厄卜凶 篠 凶

元禄十五年 1702 鉄肥藩領図 絵図

安永七年 1778 道中船中中小姓勤覚 寛書 ― 相談中、春日馬場江被罷出、廉揚ル

ー 諸士中、飛ヶ嶺江罷出、右同断

一 御下向之節、飛ヶ嶺供養石辺、報恩寺使僧出ル

天明二年 1732 松永村絵図 絵 図

寛政 四年 1792 筑紫日記 (高山彦九郎 ) 日記 町を出でて左り春日大明神の社坂を上る是レを飛か峰と
いふ

文化十四年 1817 奉納八十八ヶ所 石遣杉 有うと這」I左きよたけ道」

文化十四年 1817 種任公 福嶋御巡見日記 日記 九月二十三日條 ― 御体場蔦ヶ峯坂中鵜戸行分レ之
辺致見分置候処

同所坂ノ下春日宮え不限晴雨御体場問
合候様彦松様より御用意有之候二付

右春日宮え被遊御昼休候 (以下略)

十月七日條 一 春日宮同断

一 地蔵越難渋二付川原道御通行被遊候

天保年間 1830 獣月巴語領 図 候 図

嘉永元年 1848 六郡雇日誌 日記 十二月係 是月富嶺ノ新適ヲ開カシメラル

安政四年 1857 六鄭雇日誌 日記 八月二十九日條 日ノ未再内二蔦力嶺二来ル家人等酒
飯ヲ斎ンテ此虎マテ出迎ヘ

ケレハ嶺上ニテ暫ク休息シ夜二入テ家二帰ル

文久元年 1861 六奔[雇 日誌 日記 十月八日條 高鍋候秋月筑前守福島巡見トシテ山似屋
通行鉄肥城下ヨリ通水二カケ

通行アリ去ヌル文化十四年丁丑巡見アリシヨリ
四十五年ロナリ

文久三年 1863 六券[荘 日誌 日記 二月二日條 公子山1限屋ヨリ獣肥城二入セラル同寮衆ト
同ク春日馬場マテ出迎フ

明治四年 1871 六鄭雇日誌 日記 九月八日係 J「ノ刻獣肥フ段ス泰蔵始メ金田三四作沼
津小爾大中村太平等春日ノ下マテ送ル

明治五年 1872 晴南日誌 日記 十 月十 九 日除 (副 Ith,旦 鳥 か領 ZttH ZT可 甲島出 Zハ
崚之祠廃止二付右通り也

明治十六年 1883 藪肥市街之図 地図 1/25000

明治三十二年 1899 陸地測量部図 地 凶 1/100000

明治三十七年 1904 陸地測量部図 地図 1/50000

太正三年 1913 南那珂郡鉄肥町略図 地図

昭和二年 1927 獣肥下衝新地図 地 図 1/4000

昭和四年 1929 日向地誌 地誌

昭和十二年 1937 陸地測量部図 地 図 1/50000

昭和二十五年 1950 日南市 地 図 1/10000

昭和四十四年 1969 日雨市森林基本図 地 図 1/5000

昭和四十年代 日南市下水道計画基本図 地図 1/3000

昭和五十八年 1983 日南市都市計画図 地 図 1/5000

平成二年 1990 国主地埋慨 I臥 BB」 地 図 1/50000
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「歴史の道」 (文化庁)の全国共通規格のサイン

昭和 55,57年度歴史の道整備事業 道標・総合説明板設計図
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総合説明板画詳細図

参-2



昭和 65 ・ 57年度歴史の道整備事業 説明板 '標識設計図
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lB街道名

江戸時代にあつては、道路の規模により街道と往還を使い分けていた
ようであるが、現在往還等は用いないのですべて街道とした。
また、志布志街道をのぞく他の街道は、厳密にいえば2ないし3往還に
再区分される。
しかし、すべてをあげる必要もないので、距離も長く中心となるもの
を代表させた。

2.街道の概要説明

街道の詳細な記述は、街道沿いの交通関係遺跡の解説に譲り、ここで
は街道及び文化財の文化財等と主な道路・河川の位置関係を概括的に記
した。

l

編 端紹  絣藷5縣ほ各
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・県・市町村指定のものです。                      |
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五 ヶ瀬町

66津花峠
67室野不動明王堂

68男坂
棟札 (H指定)H肖

69戸 ノロ橋
70廻淵の御番所跡

北方町

11慈 llH寺
12曽 木の町並み
13杉峠
14八峡川御番所跡
15毛無峠
16椎期六地蔵 (町指定)

71境の松

延岡市

高千穂 町

32総触4Hl社 (町指定)
33荒立神社
34天之真名井
35小坂峠
36千駄切追分け
37駄渡瀬の眼鏡橋
38-の水神社
30ヒ折峠 (L野峠)
40岩戸神社
41岩戸越
42浄光寺
43下野人幡神社
44上野久兵衛橋 (町指定)
45竜泉寺
46_L野神本と
47玄武城主の墓
48千弁鶴追分け

日之影町

台葺寺
城影寺
安賀田神社
永団神社

49板伏坂
50中村の戻中塚
51城山地蔵
52河内御番所跡
53鳴滝神社
訊 田原のイチョウ (ド 1指定)
55河内の追分け
開 亀頭よ

`城
跡

y西ケ河内渡り
58Яとノヽウ康
59淡路城跡
60高千穂神社 (町指定)
61高千穂峡 (国指定)
62押方神社
63片内の追分け地蔵
64芝原和

“

社
65芝原又二郎之墓 (県指定)

17編の瀬の渡し
18樺木庚申塔
19追分け地蔵
船 藤江監物の墓
21船の尾代営所跡
22昌竜寺
23大藪の道路元標
24日 の影渡し
%富水御役所郎井戸 (町指定)
あ 宙水神社
27波瀬神社
28波瀬の炭申塚
29樺之戸峠
30深角神社
31鹿狩戸橋

5本東寺
6松比城跡
7天柄寺
8小峯神社
9舞野原赤木峠
10細見の庚中塚

: ……………  河川   :
: 

一

 RT―
:

: 
Ⅲ…………  田道   :

葛
千
終
在
≧

S
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114女 |||の 山怯
15胸

“

う
jj ll「

墳
16 FI)「 記念■養社
17た日
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ツ
'f跡ド 人11'日 のイはけと

川南町
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`XⅢ
 I11指 ,こ I
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8処刑場跡
9天 ヶ城 (町指定)
10角 太屋
11大手門と内山神社
12式家屋敷通り
13河 L家武家門 (町指定
14苗岡の石敢当
15内山川の石橋
16赤谷の年貫米倉庫跡
17御手山勘場跡
18去川の渡し
19去川の関跡 (県指定)
20去川関所御定番二見家墓石群(町指定)
21去川のイチョウ (目指定)

高岡町

127内の人重の馬頭観音
128百石橋
129杵 の本橋の番所鉢
130山 田漕池
131算術塚
132移佐城跡 (園 町指定)
133弥 工郎どんの足跡
134穆佐の御誕生杉 (町指定)
135穆佐番所跡
136番所橋
137島淳久豊の墓 (町指定)
138月知梅 (国指定)
139穆佐神社
140処刑場21B
141大 丸渡し

/

山之日町

国富町

1薩摩街道本庄日
2嵐円の渡し場
3榎瀬の年責米倉庫跡
4嵐田の六地蔵崚
5嵐田神社
6本荘勘場跡
7境野峠

購

都城市

41花 ノ木川 (境川)
42高木街道松並木
43高木原御茶屋
44平江町
45耐阿橋
46唐 人町膝
47本 Ir跡
48油澄所
49営丸蔵

i ―――――  河川   :
:―  E―  :

:        田道   :

50蔵原通 り

521日島津家
53上原元印,誕生地
54領こと館跡
55都城市立郷土館
56西 口番所跡
57竹 (岳 )之 ド

'Il橋58二重町、後町
59通船方跡
6tl来喜神社殿 く拝段、舞没、本殿》(県指定)
61 1厳寺跡
62何欽昔の墓 (県指定)
63都城城跡 (市指定)
64朧峰寺跡
65天長寺の石仏像 (市指定)
66狭野神社
67都 島,日跡
68本 ノ原
69元用H坂
70-二塚跡
71元服御茶屋跡
72平長谷
73今町 ‐IF塚 (目指定)

高城町

22岩歴野の曲之神
23番屋野の辺降番所VE・
24薩摩越と赤坂
25有永地頭仮逮跡
26有水のたf塔
27鳥井原 (町指定)
28石山越占職場跡 (町指定)
29石山寒天製造所弥
30諏訪馬場および諏訪441社 (円 指
31高城野町跡
32桜馬揚 ド町日跡
33不動寺馬場と六地蔵嵯 (町
34蔦城地頭仮屋跡
高城城跡

36高城町古墳群 (県指定)
37春 日神社 (町指定 )
38七 日市の石敢当
39小山li原 占
40霧島池 (町指定)

都城市

田野町
124伊 束碁
125借屋原城跡
126集落の番人さん

田野町

82‖I野天建神社
83学 ノ木駅郎
84機坂板橋
85水神様
86水路橋
87唐仁日の道標
88同体の射撃場
89竹井茶屋
90改道記念碑
91天神川板橋

清武町

74稲津掃部助の墓 (的指定
75滞武城跡 (町指定)
76伊束祐売の墓 (町指定)
77船引入幡神社
78清武の大クス (国指定)
79正 手用水路
80咀程標
31出野 清武村界標

H5島淳稲前
116神桂神社
122早水神社
123視古御所跡 (県指定)

三股 町

■2 Fdれ 念仏洞 (町指定)
113道 じるべ

114経奥読誦記念碑
117勝 岡城跡
l18勝 岡地頭館跡
■9麓屋敷町に残る水路
120勝 岡の調練場跡
121今市橋

92妙寺ヶ谷番所
93日 当瀬の大手様潮
94工反田番所跡
95地頭仮屋と地頭馬場跡
96山之El城跡
97走湯私けL
98-の渡関所跡
99亀甲の石散当
100山 之日駅の標桂
101麓の文弥節人形浄瑠璃

(国指定)
102隠希所跡
103保食神社
104霧 鳥街道 (佐土原大道)
105桜 木の将早神社 (町指定)
106王子どんの焼石神
107腹 切りどんと兼重神社
103松 尾城跡
109的野人幡宮
110男塚 女塚と新町V・・
111向 原の馬頭観世青

(市指定)
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